
シソ科の多年草で、草丈は30B
程度、初夏に紫色の花を付ける。
「ウツボ」と聞くと魚のウツボ

が連想されるが、それとは関係な
い。花のつく部分がふくらんでい
て、この部分が昔使われていた弓
矢を入れて背負う道具「靫（うつ
ぼ）」に似ているところからついた
名前と言われている。
高い山では、タテヤマウツボグ

サというよく似た種類が見られる。

後翅が退化し飛べないため、地
面を歩行中の個体を観察すること
が多い種である。極めて多くの卵
を散布するように産卵し、孵化し
た幼虫の内、運良くマルハナバチ
類につかまることができたものだ
けが発育できるという、興味深い
繁殖戦略が知られる。
有毒なカンタリジンを含むため、

鳥などの捕食者から忌避され、体
液は人の手にも水泡をつくる。古
来、漢方で斑猫（ハンミョウ）と
されるのは、本種と本種の近縁種
で、ハンミョウ科の甲虫ではない。

な
が
お
か
の
ま
ち
再
発
見�

妙見堰から旧国道17号をしばらく進み、
左に少し入ったところに「榎峠古戦場」
と刻まれた記念碑があります。
現在、峠の道は荒れ果て、かつての姿

を見ることはできません。

▲榎峠古戦場跡（妙見町）
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榎
峠
古
戦
場
跡

え
の
き
と
う
げ

こ
　

せ
ん
じ
ょ
う

あ
と

シリーズ� 防防　災�防　災�防　災�３�

６５

長
岡
藩
が
開
戦
を
決
め
た
の
は
、

小
千
谷
会
談
翌
日
の
五
月
三
日
で

し
た
。
こ
の
と
き
す
で
に
新
政
府

軍
は
、
尾
張
・
上
田
両
藩
兵
を
榎

峠
に
布
陣
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

榎
峠
は
長
岡
城
下
か
ら
南
へ
約

十
二
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
あ

り
、
三
国
街
道
の
峠
道
で
し
た
。

五
月
九
日
、
長
岡
藩
は
会
津
藩
、

桑
名
藩
、
衝
鉾
隊
を
交
え
た
軍
議

で
、
新
政
府
軍
の
侵
入
を
防
ぐ
た

め
に
、
榎
峠
、
朝
日
山
の
奪
還
を

決
め
ま
し
た
。

翌
日
、
長
岡
藩
の
主
力
部
隊
と

同
盟
軍
は
、
二
つ
に
分
か
れ
て
峠

の
奪
還
を
目
指
し
ま
し
た
。
一
隊

は
軍
事
掛
萩
原
要
人
が
率
い
、
三

国
街
道
を
進
み
ま
し
た
。

も
う
一
隊
は
川
島
鋭
次
郎
（
後

の
三
島
億
二
郎
）
が
指
揮
し
て
、

村
松
村
か
ら
山
中
に
入
り
金
倉
山

上
よ
り
攻
め
ま
し
た
。

峠
道
を
登
る
長
岡
藩
兵
は
、
頂

上
か
ら
の
銃
撃
と
信
濃
川
対
岸
に

い
た
新
政
府
軍
か
ら
の
激
し
い
砲

撃
と
で
進
退
き
わ
ま
る
状
況
と
な

り
ま
し
た
が
、
夜
に
な
っ
て
新
政

府
軍
は
退
却
。
榎
峠
の
奪
還
は
成

功
し
ま
し
た
。
そ
の
後
も
朝
日
山
、

榎
峠
を
巡
っ
て
両
軍
に
よ
る
激
し

い
戦
闘
は
続
き
ま
し
た
。

榎
峠
を
巡
る
攻
防
は
十
九
日
に

新
政
府
軍
が
大
島
か
ら
信
濃
川
を

渡
っ
て
、
長
岡
城
を
攻
め
、
落
城

さ
せ
た
こ
と
に
よ
り
終
結
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
こ
れ
以
降
も
長
岡

藩
の
戦
い
は
七
月
二
十
五
日
の
長

岡
城
の
奪
還
、
同
二
十
九
日
の
二

度
目
長
岡
城
の
落
城
と
、
さ
ら
に

激
烈
を
極
め
て
い
き
ま
し
た
。

は
ぎ
わ
ら
か
ね
ん
ど

し
ょ
う
ほ
う
た
い

ぜき
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今
、
市
町
村
合
併
が
話
題
に
な

っ
て
い
ま
す
。
合
併
が
求
め
ら
れ

る
理
由
の
一
つ
は
、
住
民
の
日
常

の
生
活
圏
や
行
動
圏
と
行
政
区
域

と
に
大
き
な
ズ
レ
を
生
じ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
。

こ
の
ズ
レ
を
解
消
し
、
住
民
の

生
活
実
態
に
対
応
し
た
施
策
を
進

め
る
た
め
、
各
自
治
体
は
連
携
し

た
り
、
広
域
行
政
に
取
り
組
ん
だ

り
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で

広
域
的
な
行
政
施
策
を
進
め
る
に

は
、
市
町
村
合
併
が
も
っ
と
も
効

率
的
あ
る
い
は
効
果
的
な
方
法
で

あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

広
域
的
な
視
点
で

積
極
的
に
取
り
組
み
ま
す

現
在
、
通
勤
や
通
学
で
周
辺
市

町
村
の
人
た
ち
が
大
勢
、
長
岡
市

内
で
生
活
を
し
て
い
ま
す
（
図
１

参
照
）。

ご意見をお寄せください
企画課政策班1３９・２２０４

Ｅmail:

info@city.nagaoka.

niigata.jp

市政ニュース�NAGAOKA

考
え
て
　
市
町
村
合
併

！

ま
た
、
買
物
や
通
院
な
ど
で
も

他
市
町
村
の
人
た
ち
が
多
く
長
岡

市
を
訪
ね
ま
す
。

広
域
的
な
視
点
に
立
っ
た
効
率

的
で
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
の
た

め
に
も
、
長
岡
市
域
で
日
常
生
活

を
お
く
る
住
民
の
生
活
実
態
に
あ

わ
せ
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
こ
と
が
必
要
で
す
。

長
岡
市
に
は
、
中
心
都
市
と
し

て
そ
の
実
現
に
積
極
的
に
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

県
の
パ
タ
ー
ン
で
は

長
岡
地
域
は
30
万
人
の

中
核
市
へ

今
年
二
月
、
新
潟
県
は
「
市
町

村
合
併
促
進
要
綱
」
を
発
表
し
ま

し
た
。
そ
こ
に
は
、
具
体
的
な
市

町
村
の
合
併
パ
タ
ー
ン
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
（
図
２
参
照
）。

そ
れ
は
あ
く
ま
で
、
こ
れ
か
ら

の
議
論
の
た
め
の
例
示
で
す
が
、

ま
せ
ん
。
そ
れ
ぞ
れ
の
市
町
村
に

は
固
有
の
歴
史
や
文
化
な
ど
が
あ

り
、
人
々
の
連
帯
感
が
あ
り
ま
す
。

住
民
の
生
活
に
直
接
か
か
わ
る
問

題
で
あ
る
だ
け
に
期
待
も
あ
る
一

方
、
不
安
や
心
理
的
な
抵
抗
も
あ

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

合
併
は
、
双
方
が
将
来
の
ま
ち

づ
く
り
の
方
向
を
見
据
え
、
そ
の

必
要
性
を
認
め
、
条
件
が
整
っ
て

は
じ
め
て
、
可
能
に
な
り
ま
す
。

市
町
村
合
併
を
考
え
て
い
く
う

え
で
最
も
大
切
な
こ
と
は
、
合
併

を
ひ
と
つ
の
選
択
肢
と
し
て
、
地

域
住
民
の
日
常
生
活
の
実
態
や
こ

れ
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

現
況
な
ど
を
も
と
に
、
冷
静
に
議

論
を
進
め
る
こ
と
で
す
。

ま
ず
共
通
の
デ
ー
タ
を

集
め
判
断
材
料
に

長
岡
市
を
は
じ
め
と
す
る
長
岡

地
域
広
域
市
町
村
圏
の
十
三
市
町

村
は
、
議
論
の
土
台
に
な
る
デ
ー

タ
の
収
集
・
整
理
を
は
じ
め
ま
し

た
。今

後
、
そ
れ
を
も
と
に
現
状
分

析
や
将
来
予
測
の
調
査
研
究
を
進

め
、
判
断
材
料
を
分
か
り
や
す
く

整
理
し
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
提

供
し
ま
す
。

市
政
出
前
講
座
「
市
町
村
合
併
に
つ
い
て
」

合
併
を
考
え
る
ポ
イ
ン
ト
や
最
新
の
話
題
は
、

ぜ
ひ
市
政
出
前
講
座
で
ど
う
ぞ
。

生
涯
学
習
・
体
育
課
1
32
・
５
１
１
０
へ
ご
注
文
く
だ
さ
い
。

そ
の
案
で
は
、
長
岡
市
は
見
附
市
・

栃
尾
市
・
中
之
島
町
・
越
路
町
・

山
古
志
村
・
小
国
町
の
計
七
市
町

村
の
組
み
合
わ
せ
で
、
人
口
三
十

万
人
以
上
を
要
件
と
す
る
中
核
市

を
め
ざ
す
中
心
都
市
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

合
併
に
は
お
互
い
の

合
意
が
必
要
で
す

合
併
は
簡
単
な
問
題
で
は
あ
り

現在の市町村の区域が形づくられたおよそ
５０年前と比べ、住民の日常の生活圏・行動
圏は格段に広がり、市町村の区域には収まら
なくなっています。
また、地方分権の時代を迎え、住民のもっ
とも身近な自治体である市町村は、住民の生
活実態にあった行政サービスを自らの判断と
責任のもとに提供することが求められます。
このことは、生活実態にあった行政サービス
を住民が自らの判断と責任で選択できる行政
区域が望ましいということです。
国では平成１０年（１９９８）５月に閣議
決定した地方分権推進計画に基づき、１１年
７月「市町村合併の特例に関する法律」を改

正しました。
この法律改正は、地方分権の推進や国・地

方の厳しい財政状況に対処し、市町村が住民
サービスを維持・向上させ、行政の効率化を
図るためには、ある程度の人口規模や財政力
が求められ、市町村合併を積極的に推進する
必要があるという判断によるものです。
平成１７年（２００５）３月までの合併に

は、合併特例法が適用され、国・県の財政的
な支援があります。
市町村合併を考えることは、住民の生活実

態に焦点をあわせて、行政区域や行財政運営
のあり方を見直す良い機会でもあります。
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市町村合併の背景 平成17年３月までの合併には
国・県が財政的に支援

aは各市町村の15歳以上の通勤・通学者の

うち、長岡市に通勤・通学する人の割合

図１図２

3 2

地
方
分
権
時
代
の
新
し
い
ま
ち
づ
く
り

長岡地域広域市町村圏

長岡地域広域市町村圏域
市町村住民の
通勤・通学　
のようす

県が示す
合併パターン

●長岡市、見附市、栃尾市、中之島町、
越路町、山古志村、小国町
７市町村人口：298,325人　面積:772H
中核市：住民の生活に密着した行政サービ
スを総合的、一元的に提供できるよう県の
事務が大幅に市に移される。人口30万人以
上が条件

●小千谷市、川口町
２市町人口：47,392人　面積:205H

●三島町、与板町、和島村、出雲崎町
４町村人口：25,879人　面積:133H

合併の利点と不安な点
一般に合併には、●住民の生活実態に即した行政区域とな
り、広域的なまちづくりが可能●行政の権限が拡大し、住民
サービスが向上●全体の職員数の減少など行政経費の節約
などのメリットが上げられます。
一方、合併により、行政の規模が拡大し、住民の声が行政
に届きにくくなる、地域独自の伝統や文化が失われるなどの
心配も指摘され、これらを克服する工夫が求められます。

「新潟県市町村合併
促進要綱」説明会

（５月14日、長岡市役所）
県の担当者が３市３町１
村の首長に説明。森市長
は合併について「住民に
十分説明できる基礎的資
料を収集・整理したうえ
で、冷静な議論を進めて
いきたい」と発言。

（H7国勢調査結果から）



づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ

て
、
郷
土
長
岡
に
い
っ
そ
う
の
愛

着
を
持
ち
、
子
や
孫
に
誇
れ
る
美

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く

こ
と
を
目
標
に
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

都
市
景
観
条
例
の

施
行
は
来
年
の
４
月

条
例
の
施
行
は
来
年
四
月
で
す

が
、
そ
れ
ま
で
の
間
に
、
市
民
と

事
業
者
と
行
政
が
取
り
組
む
べ
き

内
容
や
守
る
べ
き
基
本
ル
ー
ル
を

定
め
、
市
民
の
み
な
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
、
理
解
し
て
い
た
だ
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

一
人
ひ
と
り
が
「
守
り
」

「
育
て
」「
つ
く
る
」
た
め
に

そ
の
一
つ
が
、
長
岡
ら
し
い
良

好
な
都
市
景
観
の
将
来
像
を
明
ら

か
に
す
る
「
都
市
景
観
基
本
計
画
」

で
す
。
こ
の
「
都
市
景
観
基
本
計

長
岡
市
都
市
景
観
条
例
は
、
市

民
一
人
ひ
と
り
が
、「
守
る
」「
育

て
る
」
「
つ
く
る
」
を
基
本
に
、

都
市
景
観
を
身
近
な
こ
と
と
し
て

と
ら
え
、
積
極
的
に
良
好
な
景
観

画
」
で
は
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が

取
り
組
む
た
め
の
「
基
本
方
針
」

や
市
と
し
て
の
「
施
策
の
方
向
性
」

を
示
し
ま
す
。

も
う
一
つ
は
「
景
観
影
響
行
為

指
針
」
で
す
。

「
景
観
影
響
行
為
指
針
」
は
、

景
観
に
影
響
を
与
え
る
行
為
が
、

景
観
と
調
和
し
た
も
の
に
な
る
よ

う
に
配
慮
す
る
事
項
を
定
め
た
も

の
で
、
景
観
に
影
響
す
る
一
定
規

模
以
上
の
行
為
に
共
通
す
る
指
針

と
な
る
も
の
で
す
。

長
岡
市
は
、
こ
の
基
本
計
画
や

指
針
な
ど
を
検
討
す
る
た
め
、
市

民
や
有
識
者
、
関
係
機
関
の
代
表

か
ら
な
る
長
岡
市
都
市
景
観
審
議

会
を
設
置
し
ま
し
た
。

審
議
会
は
、
長
岡
市
都
市
景
観

条
例
に
基
づ
く
も
の
で
、
15
人
の

委
員
か
ら
な
り
ま
す
（
表
１
）。

四
月
二
十
五
日
に
は
、
第
一
回
審

議
会
を
開
催
し
、
来
年
四
月
の
施

行
に
向
け
準
備
を
開
始
し
ま
し
た
。

◇
　
　
　
　
　
◇

都
市
景
観
条
例
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
都
市
政
策
課
1

39
・
２
２
２
５
へ
ど
う
ぞ
。

日
本
の
改
革
に
必
要
な
精
神
だ
と

い
う
信
念
を
持
っ
て
の
こ
と
だ
っ

た
の
で
す
。

私
が
、
長
岡
に
は
「
米
百
俵
財

団
」
が
あ
る
こ
と
、
財
団
で
は
人

材
の
育
成
に
功
労
の
あ
っ
た
方
々

を
表
彰
し
た
り
、
未
来
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
奨
学
金
を
出
し
て
い

る
こ
と
、
さ
ら
に
、
六
月
十
五
日

を
「
米
百
俵
デ
ー
」
と
し
て
、
功

労
者
の
表
彰
を
行
っ
て
い
る
こ
と

を
お
話
し
す
る
と
、
ま
る
で
ご
自

分
の
こ
と
の
よ
う
に
お
喜
び
に
な

ら
れ
ま
し
た
。

最
後
に
、「
こ
れ
か
ら
も
長
岡
で

米
百
俵
の
精
神
を
大
切
に
は
ぐ
く

ん
で
ほ
し
い
」
と
、
お
っ
し
ゃ
い

ま
し
た
。
ど
ち
ら
が
長
岡
市
長
か

わ
か
ら
な
い
よ
う
な
熱
意
の
あ
ふ

れ
る
発
言
で
す
。

小
泉
首
相
に
と
っ
て
「
米
百
俵

の
精
神
」
が
そ
れ
だ
け
大
切
な
も

の
な
の
だ
と
い
う
こ
と
が
肌
身
に

染
み
て
わ
か
り
ま
し
た
。

「
そ
う
そ
う
山
本
有
三
の
こ
の

話
を
若
い
時
読
ん
だ
。
ビ
デ
オ
も

見
た
ん
だ
よ
」
。
こ
れ
が
、
小
泉

首
相
に
米
百
俵
の
本
を
お
届
け
し

た
時
の
第
一
声
で
す
。
小
泉
首
相

は
、
だ
い
ぶ
以
前
か
ら
米
百
俵
の

話
を
ご
存
知
だ
っ
た
の
で
す
。

今
回
の
所
信
表
明
演
説
に
米
百

俵
の
話
を
取
り
入
れ
ら
れ
た
の
は
、

決
し
て
思
い
つ
き
で
は
な
く
、
米

百
俵
の
精
神
を
心
か
ら
理
解
さ
れ
、

市政ニュース�NAGAOKA

『米百俵の精神』
全国が注目

小泉首相に冊子「米百俵」を贈呈

小
泉
純
一
郎
首
相
は
五
月
七
日
、
所
信
表
明
演
説
で
「
米
百
俵
の

精
神
」
こ
そ
「
日
本
の
改
革
に
必
要
」
と
力
強
く
訴
え
、「
米
百
俵
」

は
、
あ
っ
と
い
う
間
に
全
国
で
話
題
と
な
り
ま
し
た
。

「
米
百
俵
の
精
神
」
を
誇
り
と
す
る
長
岡
市
民
の
喜
び
を
直
接
、

首
相
に
伝
え
よ
う
と
五
月
十
一
日
、
森
市
長
は
、
感
謝
の
こ
と
ば
と

冊
子
「
米
百
俵
ー
小
林
虎
三
郎
の
思
想
」
を
贈
り
ま
し
た
。

森
市
長
が
そ
の
と
き
の
よ
う
す
を
お
伝
え
し
ま
す
。

米
百
俵
財
団
で
は
、
霞
ヶ
関
の

政
府
刊
行
物
セ
ン
タ
ー
や
新
宿
紀

伊
國
屋
書
店
な
ど
に
米
百
俵
の
本

を
置
い
て
も
ら
う
よ
う
手
配
し
ま

し
た
。
今
回
の
所
信
表
明
演
説
を

契
機
と
し
て
、
長
岡
の
米
百
俵
の

精
神
が
全
国
、
全
世
界
に
広
が
り

つ
つ
あ
る
こ
と
を
市
民
の
皆
さ
ん

と
と
も
に
喜
び
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
長
岡
に
対
す
る
高
い
評

価
に
ふ
さ
わ
し
い
教
育
行
政
を
確

立
で
き
る
よ
う
に
、
今
後
と
も
、

皆
さ
ん
と
と
も
に
が
ん
ば
っ
て
ま

い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

▲小泉首相と話す森市長（５月１１日、首相官邸）

▲第1回都市景観審議会(４月25日)
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米百俵デー　市民の集い
（入場無料）

日時＝６月15日f午後２時～４時30分
会場＝長岡リリックホール・コンサートホール
内容＝¡第５回米百俵賞贈呈式

受賞者…オーガスティン・アウニさん
選評…草柳大蔵さん（評論家）

™講演会
演題…古代エジプト文明の魅力
講師…吉村作治さん（早稲田大学教授・エジプト考古学者）

問い合わせ＝庶務課1３９・２２０３

戊辰戦争後、三根山藩から見舞いの

米百俵が送られた。長岡藩大参事・小林虎三郎は、分配を待つ藩

士に「その日ぐらしでは立ちあがれない。この米は文武両道に必

要な書籍、器具の購入に充てる」と教育の大切さを説いたという。

この故事は、苦しい時こそ将来のために人材を育成するという

教育尊重の精神として、大切に受け継がれている。

「
米
百
俵
―

小
林
虎
三
郎
の
思
想
」

注
文
殺
到
で

６
０
０
０
冊
を
増
刷右はドナルド・キーン訳　各１，０００円　

市内書店または庶務課内&米百俵財団事務局
（市役所２階139・２２０３）でお求めください。

▲吉村作治さん

米百俵の故事

長
岡
ら
し
い
景
観
の
た
め
の
計
画
や
指
針
を
検
討

都
市
景
観
審
議
会
を
開
催

四
月
一
日
、
長
岡
市
は
「
長
岡
ら
し
い
都
市
景
観
の
形
成
」
を
め
ざ
し

て
、
都
市
景
観
条
例
を
制
定
し
ま
し
た
。

条
例
の
施
行
は
来
年
の
四
月
か
ら
で
す
。
そ
れ
ま
で
に
「
長
岡
の
景
観

の
将
来
像
」
や
「
施
行
に
あ
た
っ
て
の
基
本
的
な
ル
ー
ル
」
な
ど
に
つ
い

て
決
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
長
岡
市
は
、
長
岡
市
都
市
景

観
審
議
会
を
設
置
し
、
検
討
を
始
め
ま
し
た
。

氏　　名� 所　　属　　等�
（５０音順・敬称略）�

井　上　眞紀子�

遠　藤　洸　一�

小　川　みどり�

川　崎　秀　明�

斉　藤　　　勝�

鈴　木　圭　介�

鈴　木　重　壱�

曽　宇　泰　子�

豊　口　　　協�

樋　口　　　秀�

平　田　五　男�

三井田　由　香�

宮　下　嘉　克�

八木野　　　登�

米　野　紀　男�

青少年育成アドバイザー�

㈱新潟日報社長岡支社長�

建築と都市を考える会会員�

国土交通省信濃川工事事務所所長�

^新潟県建築士事務所協会中越支部長�

長岡中央青果㈱代表取締役社長�

^長岡市公園緑地建設業協会理事長�

長岡造形大学造形学部教授�

長岡造形大学学長�

長岡技術科学大学環境・建設系助手�

国土交通省長岡国道工事事務所所長�

主　婦�

^長岡青年会議所副理事長�

新潟県広告美術業協同組合中越支部長�

新潟県長岡土木事務所所長�

会　長� 副会長�

表１　長岡市都市景観審議会委員

兵馬俑がはるばる中国から長岡へ

５月21日、中国・陝西
せんせい

省西安市の「陝西省国際交流センター」

から、兵
へい

馬
ば

俑
よう

のレプリカ（複製）２体が長岡市に寄贈されました。

これは、今年３月から両市の市民の間に学術交流や文化交流が

始まり、友好が生まれたことを記念したものです。

交流のきっかけとなったのは、鎌倉

時代に長岡近郊で生まれ、中国へ渡っ

たと伝えられる傑僧・雪村友梅
せっそんゆうばい

。友梅

は、西安郊外の翠
すい

微寺
び じ

で住職を務める

などして、仏教文化を学び日本に伝え

た人物で、その学術研究から両市の交

流が始まったものです。

寄贈された兵馬俑
６月２０日まで市役所１階フロアで展示しま
す。左は将軍俑（しょうぐんよう）、右は弓を
射る兵士の姿をした跪射俑（きしゃよう）。

ミ
ニ�

ニ
ュ
ー�

　
　
ス�

▲



中
心
市
街
地
は
、
公
共
交
通
機

関
の
便
が
よ
く
、
自
分
で
自
動
車

を
運
転
し
な
い
市
民
の
み
な
さ
ん

に
と
っ
て
も
立
ち
寄
り
や
す
く
、

集
ま
り
や
す
い
場
所
で
す
。

そ
の
た
め
「
市
役
所
の
窓
口
や

気
軽
に
相
談
で
き
る
窓
口
、
だ
れ

も
が
利
用
で
き
る
打
ち
合
わ
せ
場

所
が
欲
し
い
」
と
い
う
ご
意
見
や

ご
要
望
が
多
数
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

し
た
。

市
は
、
そ
う
し
た
市
民
の
み
な

さ
ん
の
声
に
お
こ
た
え
す
る
た
め

に
、
十
月
一
日
か
ら
、
ま
ち
の
駅

「
長
岡
市
民
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）

を
開
設
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

建
物
は
借
り
ま
す

こ
の
施
設
は
、
大
手
通
二
丁
目

の
旧
ザ
・
プ
ラ
イ
ス
丸
大
ビ
ル
に

開
設
し
ま
す
。

五
月
二
十
五
日
、
長
岡
市
は
、

株
式
会
社
丸
大
と
、
こ
の
ビ
ル
の

賃
貸
借
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
ま
ち
の
駅
「
長
岡
市

民
セ
ン
タ
ー
」（
仮
称
）
の
開
設

に
あ
た
っ
て
、
新
た
に
施
設
を
造

る
よ
り
、
既
存
の
ビ
ル
を
民
間
か

ら
借
り
る
方
が
、
少
な
い
経
費
で

済
む
こ
と
か
ら
で
す
。

契
約
の
期
間
は
、
平
成
十
三
年

六
月
一
日
か
ら
平
成
十
八
年
三
月

三
十
一
日
ま
で
で
す
。

十
三
年
度
の
月
額
賃
借
料
（
一

階
か
ら
四
階
ま
で
五
千
七
十
二
・

一
四
平
方
メ
ー
ト
ル
を
賃
貸
借
）

は
、
二
百
五
十
六
万
円
で
、
地
下

一
階
か
ら
地
上
五
階
ま
で
（
七
千

三
百
七
十
三
・
七
四
平
方
メ
ー
ト

ル
）
を
賃
借
す
る
十
四
年
度
は
、

月
額
三
百
二
十
万
円
に
な
り
ま
す

（
い
ず
れ
も
消
費
税
等
を
除
く
）。

市
民
の
み
な
さ
ん
が

育
て
る
施
設
で
す

新
し
い
施
設
は
、
当
面
、
左
ペ

ー
ジ
の
図
１
の
施
設
内
容
で
オ
ー

プ
ン
し
ま
す
。

こ
の
施
設
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
か
ら
育
て
て
い
た
だ
く
施
設
で

す
の
で
、
市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご

意
見
や
ご
協
力
を
得
な
が
ら
、
オ

ー
プ
ン
後
も
導
入
機
能
や
施
設
を

充
実
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
施
設
の
運
営
は
、

市
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
意
見
と
感

覚
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
の
た
め
、
施
設
を
利
用
す
る

団
体
や
機
関
の
代
表
、
有
識
者
の

み
な
さ
ん
か
ら
な
る
市
民
委
員
会

を
設
け
て
市
民
主
体
型
の
施
設
運

営
を
検
討
し
ま
す
。

「
ま
ち
の
駅
」
と
し
て

広
く
利
用
し
ま
す

「
ま
ち
の
駅
」
と
は
、「
人
と
人

を
つ
な
ぐ
交
流
の
場
」
と
し
て
、

現
在
、
全
国
各
地
に
整
備
さ
れ
は

じ
め
て
い
る
も
の
で
す
。
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４階�・ちびっこ広場�
・授乳室�

・子育て交流サロン�
・市民センター事務室�

３階�・消費生活センター�
・パソコンコーナー�
・職業紹介情報センター�
� （パートバンク、高齢者職業紹介）�

・市民相談室�
・公用会議室�

２階�・女性センター（仮称）�
・市民会議室（４室）�
・市民打ち合わせコーナー�

・市民活動センター�
・情報資料コーナー�
・印刷室�

１階�・国際交流センター（仮称）�
・市民サービスセンター �
・まちの情報コーナー�
・市民ギャラリー�
・長岡観光・コンベンション協会�

・観光課�
・市民ロビー�
・園芸相談コーナー�

●「市民サービスセンター」は、大野記念館の市民サービスコ
ーナーを移転し、業務内容を拡大します（住民異動届や戸籍
関係届の受付、税関係の証明も実施）。

●「消費生活センター」「市民相談室」「園芸相談コーナー」は、
大野記念館から移転します。

●「職業紹介センター」はパートタイマーや高齢者の職業紹介
業務を行います（厚生労働省所管の業務）。

●長岡観光・コンベンション協会は、民間ビルから移転します。

まちの駅「長岡市民センター」（仮称）

大
手
通
り
は
、
交
通
機
関
が
集

中
し
て
い
て
、
広
域
の
窓
口
で
も

あ
る
こ
と
か
ら
、「
長
岡
市
民
セ
ン

タ
ー
」（
仮
称
）
は
、
こ
の
「
ま
ち

の
駅
」
と
し
て
も
利
用
で
き
る
も

の
に
し
て
い
き
ま
す
。

一
階
の
「
ま
ち
の
情
報
コ
ー
ナ

ー
」
に
は
、
だ
れ
も
が
安
心
し
て

気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
「
ま
ち

の
案
内
人
」
を
置
き
、
さ
ま
ざ
ま

な
ま
ち
の
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

ま
た
、
長
岡
を
訪
れ
る
人
々
に
、

周
辺
市
町
村
も
含
め
て
観
光
や
歴

史
な
ど
、
幅
広
い
情
報
を
提
供
す

る
予
定
で
す
。

10
月
オ
ー
プ
ン
に
向
け
て

改
修
工
事
を
進
め
ま
す

十
月
一
日
の
開
館
に
向
け
て
、

今
月
か
ら
ビ
ル
の
改
修
工
事
を
行

い
ま
す
。

改
修
工
事
の
内
容
は
、
一
階
ト

イ
レ
と
給
湯
室
の
新
設
、
身
体
障

害
者
も
利
用
し
や
す
い
エ
レ
ベ
ー

タ
へ
の
改
造
、
四
階
ち
び
っ
こ
広

場
の
水
飲
場
の
新
設
な
ど
で
す
。

◇

◇

お
問
い
合
わ
せ
は
、
市
民
セ
ン

タ
ー
開
設
準
備
室
1
39
・
２
２
６

０
へ
ど
う
ぞ
。

市
民
の
交
流
と
憩
い
の
場

10
月
１
日
、大
手
通
り
に
開
設
予
定
！

五
月
一
日
、
学
校
の
施
設
を
利

用
し
た
児
童
館
と
し
て
は
、
長
岡

市
で
初
め
て
の
、
桂
児
童
館
が
オ

ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

桂
児
童
館
は
、
桂
小
学
校
の
二

階
の
図
書
室
と
多
目
的
ス
ペ
ー
ス
、

一
階
の
屋
内
運
動
場
の
三
つ
の
施

設
を
利
用
す
る
も
の
で
す
。

活
動
の
中
心
と
な
る
図
書
室
は
、

一
年
生
の
教
室
に
す
ぐ
近
い
こ
と

も
あ
っ
て
、「
さ
よ
う
な
ら
」
の

声
と
ほ
と
ん
ど
同
時
に
「
こ
ん
に

ち
は
」
と
扉
が
開
き
ま
す
。

移
動
時
間
な
し
で
利
用
で
き
る

こ
の
児
童
館
は
、
子
ど
も
た
ち
に

も
好
評
で
、
毎
日
、
平
均
し
て
四

十
人
ほ
ど
が
、
放
課
後
を
過
ご
し

て
い
ま
す
。

今
後
、
地
域
の
人
た
ち
か
ら
な

る
「
桂
児
童
館
運
営
委
員
会
」
を

中
心
に
、
学
校
内
児
童
館
で
あ
る

こ
と
を
生
か
し
て
、
学
校
を
地
域

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
核
と
な
る
よ
う

に
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

◇
　
　
　
　
◇

専
任
児
童
厚
生
員
の
鈴
木
知
子

さ
ん
は
、
「
う
れ
し
い
こ
と
は
、

館
の
あ
ち
ら
こ
ち
ら
で
、
子
ど
も

た
ち
が
、
学
年
や
男
女
を
越
え
て

一
緒
に
遊
ん
で
い
る
こ
と
で
す
。

ま
た
、
児
童
館
が
出
来
た
こ
と
で
、

子
ど
も
た
ち
は
、
家
で
テ
レ
ビ
ゲ

ー
ム
を
す
る
時
間
が
少
な
く
な
っ

た
よ
う
で
す
」
と
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

学
校
を
利
用
し
た
桂
児
童
館
が
オ
ー
プ
ン

地
域
と
学
校
が
と
も
に
子
ど
も
を
育
て
る
場

▲専任児童厚生員の

鈴木知子さん

▲左から桂小３年の内山遥
はるか

さん、５年の佐藤樹
たつき

さん、５年の内山徳隆
やす た か

さん（５月１９日、桂児童館）

図１　施設構成



き
な
い
ば
か
り
か
、
改
善
策
も
見

い
だ
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
事
務
事
業
評
価
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
事
務
事
業
を
「
第
二

次
新
長
岡
発
展
計
画
」
の
施
策
体

系
に
従
っ
て
整
理
し
（
図
１
）、
そ

の
中
で
の
位
置
付
け
を
確
認
す
る

こ
と
か
ら
始
め
ま
す
。
そ
の
作
業

に
よ
っ
て
、
常
に
施
策
目
的
を
意

識
し
た
事
務
事
業
の
取
り
組
み
や
、

施
策
を
実
現
す
る
手
段
と
し
て
適

切
か
と
い
う
観
点
で
の
見
直
し
が

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

「
成
果
」
重
視
の
視
点
を

新
た
に
導
入

実
際
の
評
価
作
業
は
、
事
業
の

現
状
や
め
ざ
す
成
果
、
成
果
向
上

余
地
な
ど
の
項
目
か
ら
な
る
「
事

事
務
事
業
評
価
の
ね
ら
い
は
、

限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
の
適
切
な

事
業
の
選
択
や
、
多
様
化
し
て
い

る
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
と
ら
え

た
効
果
的
・
効
率
的
な
事
業
の
運

営
を
行
う
こ
と
で
す
。

行
財
政
改
善
推
進
計
画
に
基
づ

き
、
平
成
十
一
年
度
に
試
行
的
な

取
り
組
み
を
始
め
、
昨
年
度
か
ら

は
、
人
事
や
経
理
な
ど
の
内
部
管

理
事
務
を
除
く
す
べ
て
の
事
務
と

事
業
に
つ
い
て
評
価
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
十
二
年
度
は
、
千
百
九

十
五
事
業
が
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

評
価
の
ス
タ
ー
ト
は

事
業
の
目
的
の
確
認
か
ら

事
業
の
目
的
が
は
っ
き
り
し
て

い
な
い
と
、
効
率
的
な
運
営
が
で

長
岡
市
で
は
、
事
業
を
効
率
的
に
運
営
し
、
よ
り
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

提
供
す
る
た
め
、「
事
務
事
業
評
価
」
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
市
が
日
常
行
っ
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
務
や
事
業
を
、
成
果
と
い
う

視
点
を
重
視
し
、
担
当
者
が
分
析
・
評
価
す
る
こ
と
で
、
よ
り
効
率
的
に
行
う
た

め
の
改
善
策
を
導
き
出
す
仕
組
み
で
す
。

６
月
11
日
か
ら
、
評
価
の
過
程
で
作
成
し
た
事
務
事
業
評
価
表
を
公
表
し
ま
す
。

よ
り
質
の
高
い
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
実
現
を
め
ざ
し

公
表
し
ま
す
　
事
務
事
業
評
価
の
取
り
組
み

12
年
度
の
評
価
に
よ
り

29
事
業
の
手
法
を
変
更

昨
年
度
に
行
っ
た
評
価
の
結
果

を
受
け
て
、
市
で
は
十
三
年
度
か

ら
二
十
九
の
事
業
の
取
り
組
み
方

法
を
変
更
し
ま
し
た
（
表
２
）。

ま
た
、
手
法
に
変
更
な
し
と
評

価
し
た
事
業
に
つ
い
て
も
、
「
や

り
方
を
変
え
る
こ
と
で
も
っ
と
コ

ス
ト
を
縮
減
で
き
な
い
か
」
あ
る

い
は
「
同
じ
コ
ス
ト
で
も
っ
と
成

果
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
」
と
い
っ
た
視
点
か
ら
、
継

続
的
に
評
価
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を

お
聴
か
せ
く
だ
さ
い

六
月
十
一
日
か
ら
、
市
役
所
二

階
の
情
報
公
開
コ
ー
ナ
ー
で
、
十

二
年
度
の
事
務
事
業
評
価
表
と
事

務
事
業
を
相
対
的
に
評
価
し
た
基

本
事
業
群
（
図
１
参
照
）
評
価
表

を
公
表
し
ま
す
。

ま
だ
完
成
し
た
評
価
手
法
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
市
で
は
評
価
表

を
公
表
す
る
こ
と
で
市
民
の
み
な

さ
ん
か
ら
市
の
事
務
や
事
業
を
知

っ
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
事
務
事

業
評
価
に
つ
い
て
ご
意
見
を
い
た

だ
き
、
効
率
的
な
行
政
運
営
の
た

め
の
有
効
な
手
段
と
し
て
確
立
し

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

事
務
事
業
評
価
に
つ
い
て
の
お

問
い
合
わ
せ
は
、
行
政
管
理
課
1

39
・
２
２
０
８
へ
ど
う
ぞ
。

務
事
業
評
価
表
」
を
各
事
業
担
当

者
が
作
成
し
て
行
い
ま
す
。

こ
の
評
価
手
法
の
特
徴
は
、
事

業
を
行
う
こ
と
で
「
ど
の
程
度
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
が
向
上
し
た
か
」

と
い
う
、
市
民
の
視
点
か
ら
見
た

「
成
果
」
を
新
た
な
指
標
と
し
て

取
り
入
れ
て
い
る
こ
と
で
す
（
表

１
）。こ

れ
ま
で
事
業
を
見
直
す
際
に

は
、
例
え
ば
「
い
く
ら
予
算
を
か

け
て
何
回
行
っ
た
」
と
い
う
「
結

果
」（
＝
何
を
や
っ
た
か
）
を
重

視
す
る
こ
と
が
多
か
っ
た
の
に
対

し
、
こ
の
評
価
手
法
で
は
「
成
果
」

（
＝
何
が
変
わ
っ
た
か
）
を
重
視

し
、
そ
の
達
成
度
を
測
る
こ
と
で
、

市
民
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
効
率
的

な
事
業
の
運
営
や
選
択
が
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
指
標
を
把
握

し
、
事
務
事
業
評
価
表
を

道
具
と
し
て
活
用
し
て
、

計
画→

実
行→

評
価
の
サ

イ
ク
ル
を
日
常
的
に
繰
り

返
す
こ
と
で
、
課
題
の
発

見
と
改
善
（
＝
新
た
な
計

画
）
が
可
能
と
な
り
、
徐

々
に
事
業
の
質
を
高
め
て

い
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

環境に対する市民意識の高揚とい
う当初の目的を達成したため、新
たに「環境まつり」として手法を
変えて開催する�

健診を受けやすくするため、平日
だけでなく土曜日にも健診を実施
する�

地区での個別健康教育を充実し、
教室としての開催は健康センター
のみとする�

受診の約半年後にしか通知を発送
できず、医療費抑制の効果が見込
めないため廃止する�

同種の放置自転車等対策事業に統
合する�

大手口地区自転車誘導
案内事業�

「地球にやさしい生活
展」の開催�

幼児の健康診査�

ヘルスアップ教室�

老人保健の医療費適正
化対策事業（高齢者に
対する医療費の通知）�

廃 止 �

縮 小 �

統 合 �

拡 充 �

手 段 の 変 更 �

約4,200万円の減（13年度予算－12年度予算）�

8

変  更  内  容�

合　　　計�

件数�事務事業名（主なもの）� 変　更　の　理　由�

5

5

8

29

3

図１　事務事業の位置付け

●施策� ●基本事業群�

第二次新長岡発展計画の施策体系�

基本事業群評価� 事務事業評価�

●事務事業�

1 公害防止対策の推進�

2 廃棄物処理対策の推進�

3 ごみの減量とリサイクルの推進�

4 環境衛生対策の推進�

1 廃棄物減量等推進審議会�

2 生ごみ処理器設置補助事業�

3 資源回収奨励金�

4 新分別収集事業�

5 古紙類資源回収事業�

6 家電リサイクル取り組み事業�
…�

生活環境の保全�

自然にやさしいまち�

災害に強くうるおい
のある快適都市　�

9 8

▲昨年の「地球にやさしい生活展」（不用品を使っ
たおもちゃづくり）
今年度からは、「環境まつり」として内容をリニ
ューアルして開催します。

公表します！
事務事業評価の取り組み

事　務　事　業　名�
従　来　の　評　価　の　視　点�
投　入　量　と　活　動　量�

新たな評価の視点�
成　　　　　果�

受講者のうち、90％が自分に合った
食事と運動量の改善方法を見つけ、
実践した�

20,696o（推計値）の生ごみが堆肥
化され、焼却処分するごみが減った�

高齢者の交通事故による死傷者数が
前年より13.1％（27人）減少した�

事業費78万円と所要時間470時間をかけて、糖尿病教室を
13回開催し、163人が受講した�

事業費23万円と所要時間160時間をかけて、生ごみ処理器
を購入する世帯に補助金を交付し、81台が導入された�

事業費18万円と所要時間750時間をかけて、高齢者団体に
対する交通安全教室を17回実施し、827人が受講した�高齢者交通安全教育�

生ごみ処理器設置補助事業�

糖尿病教室の開催�

表２　事務事業評価の13年度予算への反映状況

表１　事務事業評価における評価の視点の一例

▲事務事業評価表
あなたの目で評価をしてみてください。

！

図の見方 第二次新長岡発展計画の施策の一つである「生活環境の保全」を

実現するための手段として、４つの基本事業群が設けられていま

す。さらに、その基本事業群の一つ「ごみの減量とリサイクルの

推進」を実現するための手段として実施されるのが個々の事務事

業です。



ー
ト
ホ
ー
ル
　
入
場
料
＝
３
０
０
円

曲
目
＝
リ
チ
ャ
ー
ズ
「
高
貴
な
る
ぶ

ど
う
酒
を
た
た
え
て
」
、
デ
ィ
ズ
ニ

ー
曲
集
ほ
か
　
□問
若
井
さ
ん
1
47
・

２
４
５
８

■
社
交
ダ
ン
ス
無
料
体
験
学
習

日
時
＝
６
月
19
日
c
・
26
日
c
午
後

７
時
40
分
〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
新

町
公
民
館
講
堂
　
対
象
＝
初
心
者

定
員
＝
40
人
　
持
ち
物
＝
内
ば
き
、

軽
装
で
　
□申
川
崎
則
子
さ
ん
1
32
・

８
４
８
０

■Le
Jeudi

（
ル
ジ
ュ
デ
ィ
）

フ
ァ
ー
ス
ト
コ
ン
サ
ー
ト

ゲ
ス
ト
に
ソ
プ
ラ
ノ
・
加
瀬
典
子

さ
ん
を
迎
え
ま
す
。
入
場
無
料
で
す
。

日
時
＝
６
月
23
日
g
午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
東
北
電
力
ら
ぷ
ら
す
　
□問
松

本
さ
ん
1
36
・
９
０
３
０

■
「
粗
食
の
す
す
め
」
無
料
講
演
会

１
歳
以
上
の
未
就
学
児
を
対
象
と

し
た
託
児
も
あ
り
ま
す
。

日
時
＝
７
月
14
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
会
場
＝
長
岡
聖
ル
カ

保
育
園
礼
拝
堂
　
定
員
＝
70
人
　
演

題
＝
「
じ
ょ
う
ぶ
な
子
ど
も
を
つ
く

る
基
本
食
〜
子
ど
も
の
健
康
と
食
生

活
〜
」

講
師
＝
幕
内
秀
夫
さ
ん
　

□申
７
月
６
日
f
ま
で
に
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
、
託
児
を
希
望
す

る
場
合
は
子
ど
も
の
氏
名
、
年
齢
を

記
入
し
て
、
郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ク
ス

で
長
岡
聖
ル
カ
保
育
園
〒
９
４
０
―

０
０
９
４
中
島
５
の
12
の
５
1
33
・

３
０
７
８
、
FAX
33
・
３
０
９
９
へ

■
長
岡
市
民
憲
法
講
座

日
時
＝
６
月
16
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分
　
テ
ー
マ
＝
憲
法
か
ら

み
た
労
働
問
題
　
会
場
＝
中
央
図
書

館
講
堂
　
資
料
代
＝
１
、０
０
０
円

□申
高
橋
坦
さ
ん
1
27
・
５
４
９
３

●
昆
虫
標
本
を
作
る
会

昆
虫
を
観
察
・
採
集
し
て
、

昆
虫
標
本
の
作
成
方
法
を
学
び

ま
す
。

[

観
察
・
採
集]

日
時
＝
６
月
23
日
g
午
前
10
時

30
分
〜
午
後
３
時
（
雨
天
中
止
）

観
察
地
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ
ー
ラ

ン
ド
　
集
合
＝
東
山
フ
ァ
ミ
リ

ー
ラ
ン
ド
Ａ
駐
車
場
　
対
象
＝

小
学
生
〜
一
般
　
参
加
料
＝
50

円
　
持
ち
物
＝
採
集
道
具
、
昼

食

[

標
本
作
り]

日
時
＝
６
月
24
日
a
午
前
10
時

〜
正
午
（
前
日
の
観
察
・
採
集

が
中
止
の
場
合
は
中
止
）

会

場
＝
中
央
公
民
館
工
作
室
　
申

し
込
み
＝
６
月
21
日
e
ま
で
に

科
学
博
物
館
1
32
・
０
５
４
６
へ

会
場
＝
厚
生
会
館
第
１
小
ホ
ー

ル
　
講
師
＝
県
薬
事
衛
生
指
導

員
・
小
林
裕
美
子
さ
ん
　
定
員

＝
30
人
　
申
し
込
み
＝
消
費
生

活
セ
ン
タ
ー
1
32
・
０
０
２
２

●
映
画
会
（
無
料
）

日
時
と
内
容
＝
¡
６
月
19
日
c

午
後
２
時
〜
３
時
30
分
、
未
完

成
交
響
楽
（
１
９
３
３
年
ド
イ

ツ
・
オ
ー
ス
ト
リ
ア
）
™
７
月

７
日
g
午
後
２
時
〜
３
時
45
分
、

イ
マ
ジ
ン
（
１
９
８
８
年
ア
メ

リ
カ
）

会
場
＝
中
央
図
書
館

講
堂
　
問
い
合
わ
せ
＝
中
央
図

書
館
1
32
・
０
６
５
８

●
野
鳥
相
を
調
べ
る
会

日
時
＝
６
月
24
日
a
午
前
６
時

〜
９
時
（
雨
天
決
行
）

観
察

地
＝
宮
本
町
周
辺
　
集
合
＝
雪

国
植
物
園
東
口
駐
車
場
　
対
象

＝
小
学
生
〜
一
般
　
参
加
料
＝

50
円
　
持
ち
物
＝
観
察
用
具
、

筆
記
用
具
　
申
し
込
み
＝
６
月

21
日
e
ま
で
に
科
学
博
物
館
1

32
・
０
５
４
６
へ

●
縄
文
時
代
の
石
器
を
作
る
会

黒
曜
石
や
滑
石
を
使
っ
て
、

矢
じ
り
や
勾
玉
を
作
り
、
縄
文

時
代
の
技
術
や
文
化
を
学
び
ま

す
。

日
時
＝
７
月
１
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
３
時
（
小
雨
決
行
）

会
場
＝
藤
橋
歴

史
の
広
場
（
ふ

じ
は
し
歴
史
館

前
）

対
象
＝

小
学
生
〜
一
般
（
小
学
生
４
年

生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
）

参
加
料
＝
７
０
０
円
（
材
料
費

含
む
）

持
ち
物
＝
昼
食
、
水

筒
、
軍
手
、
使
い
古
し
た
タ
オ

ル
ま
た
は
ぞ
う
き
ん
　
申
し
込

み
＝
６
月
28
日
e
ま
で
に
科
学

博
物
館
1
32
・
０
５
４
６
へ

●
巨
木
観
察
会

身
近
な
巨
木
を
観
察
し
、
木

の
大
き
さ
の
測
り
方
な
ど
を
学

び
ま
す
。

日
時
＝
７
月
８
日
a
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
（
小
雨
決
行
）

観
察
地
＝
悠
久
山
公
園
〜
栖
吉

●
子
ど
も
の
本
を
読
む
会

日
時
＝
６
月
13
日
d
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
　
会
場
＝
中
央
図

書
館
講
座
室
１
　
内
容
＝
き
む

ら
ゆ
う
い
ち
作
、
あ
べ
弘
士
絵

「
あ
ら
し
の
よ
る
に
」

問
い

合
わ
せ
＝
中
央
図
書
館
1
32
・

０
６
５
８

●
読
者
の
つ
ど
い
（
無
料
）

日
時
＝
６
月
29
日
f
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
　
内
容
＝
吉
村
昭

著
「
再
婚
」

会
場
＝
互
尊
文

庫
　
問
い
合
わ
せ
＝
中
央
図
書

館
1
32
・
０
６
５
８

町
　
集
合
＝
悠
久
山
プ
ー
ル
駐

車
場
　
対
象
＝
小
学
生
〜
一
般

参
加
料
＝
50
円
　
持
ち
物
＝
筆

記
用
具
、
昼
食
、
水
筒
、
雨
具

申
し
込
み
＝
７
月
５
日
e
ま
で

に
科
学
博
物
館
1
32
・
０
５
４
６

へ●
平
成
14
年
度
用

教
科
書
展
示
会

小
・
中
・
高
校
の
来
年
度
用

教
科
書
を
展
示
し
ま
す
。

期
間
＝
６
月
19
日
c
〜
７
月
７

日
g
（
日
曜
を
除
く
）

時
間

＝
平
日
…
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
、
土
曜
…
午
前
９
時
〜
11
時

30
分
　
会
場
＝
教
育
セ
ン
タ
ー

２
階
　
問
い
合
わ
せ
＝
教
育
セ

長
岡
ま
つ
り

大
花
火
大
会

８
月
２
日
E
、
３
日
F

◆
車
い
す
用
観
覧
席
の
ご
案
内

日
常
生
活
で
車
い
す
を
使
用

し
て
い
る
人
と
そ
の
家
族
に
、

駐
車
場
（
１
０
０
台
分
）
と
観

覧
席
を
用
意
し
ま
す
。

場
所
＝
大
手
大
橋
下
流
右
岸
運

動
公
園
ヘ
リ
ポ
ー
ト
周
辺
　
料

金
＝
１
、０
０
０
円
（
駐
車
場
料

金
１
台
分
、
観
覧
席
料
は
無
料
）

申
し
込
み
＝
７
月
18
日
d
ま
で

に
長
岡
ま
つ
り
協
議
会
予
約
セ

ン
タ
ー
1
35
・
９
２
４
４
、
FAX
35

・
９
３
６
６
へ

後
日
、
駐
車
場
料
金
の
入
金

依
頼
書
と
駐
車
許
可
証
を
お
送

り
し
ま
す
。

◆
大
型
花
火
（
ス
タ
ー
マ
イ
ン
）

の
協
賛
者
募
集

職
場
や
グ
ル
ー
プ
で
ス
タ
ー

マ
イ
ン
を
打
ち
上
げ
て
み
ま
せ

ん
か
。

花
火
価
格
は
３
０
６
、０
０
０

円
か
ら
で
す
。

み
な
さ
ん
の
お
申
し
込
み
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
ま
つ
り
協

議
会
1
39
・
２
２
２
１
、
FAX
39

・
３
２
３
４

●
な
が
お
か
市
民
エ
コ
セ
ミ
ナ
ー

〜
で
き
る
こ
と
、
み
つ
け
よ
う
〜

体
験
学
習
等
を
通
じ
て
、
環

境
を
守
る
行
動
に
つ
な
げ
る
た

め
の
講
座
で
す
（
全
４
回
）。

時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
初
日
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）

ン
タ
ー
1
33
・
２
０
２
２

●
女
性
ラ
イ
フ
ス
ク
ー
ル

ゆ
か
た
コ
ー
ス

自
分
で
浴
衣
を
着
て
、
長
岡

ま
つ
り
へ
出
か
け
ま
し
ょ
う
。

日
時
＝
７
月
12
日
〜
26
日
ま
で

の
毎
週
木
曜
日
（
計
３
回
）
午

後
７
時
〜
８
時
30
分
　
会
場
＝

中
央
公
民
館
和
室
　
定
員
＝
25

人
　
参
加
料
＝
１
、０
０
０
円

申
し
込
み
＝
６
月
11
日
b
か
ら

中
央
公
民
館
1
32
・
０
４
３
７
へ

●
く
ら
し
の
講
座
（
無
料
）

テ
ー
マ
＝
「
お
年
寄
り
の
病
気

と
く
す
り
」

日
時
＝
６
月
21

日
e
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

会
場
＝
環
境
衛
生
セ
ン
タ
ー

（
寿
ご
み
焼
却
施
設
）
ほ
か
　

定
員
＝
40
人
　
参
加
料
＝
４
０

０
円
（
傷
害
保
険
料
）

申
し

込
み
＝
６
月
15
日
f
ま
で
に
環

境
政
策
課
1
24
・
０
５
２
８
へ

●
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の

お
知
ら
せ

６
月
３
日
a
〜
９
月
２
日
a

は
「
天
空
の
泉
―
宮
沢
賢
治
と

星
め
ぐ
り
の
旅
」
を
投
映
し
ま

す
。

問
い
合
わ
せ
＝
青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
1
34
・
１
３
０
５

■
長
岡
技
術
科
学
大
学
公
開
講
座

①
Ｉ
Ｔ
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
の

基
礎
講
座

日
時
＝
６
月
16
日
g
・
23
日
g
・
30

日
g
午
後
１
時
〜
４
時
15
分
　
会
場

＝
長
岡
技
術
科
学
大
学
経
営
情
報
基

礎
実
験
室
１
　
受
講
料
＝
５
、８
０
０

円
　
定
員
＝
20
人

②
き
の
こ
の
科
学

日
時
＝
７
月
19
日
e
・
25
日
d
、
８

月
８
日
d
・
22
日
d
・
29
日
d
午
後

６
時
30
分
〜
８
時
　
会
場
＝
中
央
公

民
館
　
受
講
料
＝
５
、８
０
０
円
　
定

員
＝
50
人

◇
　
　
　
　
　
◇

□申
①
６
月
12
日
c
②
７
月
13
日
f
ま

で
に
所
定
の
申
し
込
み
用
紙
を
記
入

し
、
受
講
料
を
添
え
て
〒
９
４
０
―

２
１
８
８
上
富
岡
町
１
６
０
３
の
１

長
岡
技
術
科
学
大
学
研
究
協
力
課
1

47
・
９
２
７
８
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

■
杉
の
植
林
・
枝
打
ち
体
験
教
室

日
時
＝
６
月
17
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
２
時
　
集
合
＝
市
営
ス
キ
ー
場
Ｃ

駐
車
場
　
会
場
＝
栖
吉
町
岩
野
地
内

参
加
料
＝
２
０
０
円
（
保
険
料
）

□申
岩
野
里
山
会
・
岡
地
さ
ん
1
32
・

７
６
１
０

■
女
声
合
唱
団
み
つ
葉
団
員
募
集

練
習
日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午
後
２
時

〜
４
時
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
　
会

費
＝
月
３
、０
０
０
円
　
練
習
曲
＝
新

実
徳
英
編
曲
「
懐
か
し
い
歌
」
ほ
か

□問
石
川
さ
ん
1
35
・
３
５
１
８

■
長
岡
ブ
ラ
ス
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
演
奏
会

「
ほ
っ
と
ブ
ラ
ス
２
」

日
時
＝
７
月
１
日
a
午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
リ
リ
ッ
ク
ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ
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▲ミラクルスター
マイン

■華麗なるワシーリエフの世界
ロシアの国民的スター、ワシーリエフが美しい

パートナーたちとロシア民謡からオペレッタまで

じっくりと聴かせます。

日時＝６月23日g午後６時30分開場、午後７時開

演　会場＝リリックホール・コンサートホール
料金（全席自由）＝一般3,500円、学生2,000円（当
日500円増）

チケット好評発売中！

■チェンバロ体験講座“バッハを弾こう”（市民企画公募型事業）
Ｊ・Ｓ・バッハの作品をチェンバロ特有の演奏技術等の指導を受け

て、受講生コンサートで発表します。

期日＝７月29日a～９月上旬の週末を中心に計５回　講師＝八百板正
己さん　定員＝15人　受け付け＝６月12日c午前10時から　受講料＝
5,000円

■中澤桂プロデュース「響き合う歌声」出演者募集
リリックホール開館５周年を記念して開催される日本歌曲の演奏会

「響き合う歌声」の出演者を募集します。

オーディション＝10月19日f 公演日＝11月４日a午後２時から　会
場＝リリックホール・コンサートホール　申し込み＝８月31日fまで

■ジャンベワークショップ
アフリカの伝統楽器・ジャンベ（太鼓）のリズムを体感してみませ

んか。子どもから大人まで楽しめるワークショップです。

日時＝８月12日a午前10時30分から　会場＝リリックホール・第１ス
タジオ　講師＝ラミン・ユール・ジャバテさん（ギニア） 定員＝30
人　参加料＝500円　申し込み＝７月31日cまで

★第１回リリック市民劇「舞台役者症候群像」に、青少年の
みなさん２０人を招待します。

日時＝７月20日-午後７時から、７月21日g午後2時から、午後７時

から、７月22日a午後2時から（計４公演） 締め切り＝７月６日f

必着　申し込み＝はがきに、郵便番号、住所、氏名、年齢、学校名、
保護者氏名、電話番号、鑑賞を希望する公演名、鑑賞を希望する公演

日時を書いて、〒940－2101寺島町315リリックホールへ（１公演１人

１枚限り）E-mail : ticket@nagaoka-caf.or.jpでも受け付けます（申し

込み多数の場合抽選）

&長岡市芸術文化振興財団ガイド129・7711

期
日�

内
　
　
容�

10�
c

26�
c

6/197/3
cc
森
林
観
察
等
を
通
じ
て
緑
や

水
・
土
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。�

ご
み
減
量
の
た
め
何
が
必
要

か
考
え
ま
す
。�

温
暖
化
・
オ
ゾ
ン
層
破
壊
の

現
状
・
対
策
を
探
り
ま
す
。�

私
た
ち
の
環
境
保
全
活
動
へ

の
取
組
み
を
探
り
ま
す
。�

大会テーマ＝「伝統・技術・デザイン」
日時＝６月30日g午後１時30分～４時45分　会場＝長岡造形大学大講義室
内容＝①基調講演（講師…門出和紙工房代表・小林康生さん）②パネルデ
ィスカッション（パネリスト…青芳製作所常務取締役・秋元幸平さん、新
潟大学教授・大熊孝さん、欧州ぶどう栽培研究所代表取締役・落希一郎さ
ん、長岡造形大学教授・曽宇泰子さん、コーディネーター…九州芸術工科
大学教授・佐藤優さん） 入場料＝無料
問い合わせ＝長岡造形大学121・３３１１、国際文化課139・２２５１

芸術工学会2001年度春季大会

▲ワシーリエフさん

ま
が
た
ま
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田
昭
次
さ
ん
1
32
・
１
５
０
８

■
集
団
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
（
無
料
）

日
時
＝
６
月
20
日
d
午
前
11
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分
　
会
場
＝
市
民
体

育
館
小
ホ
ー
ル
　
内
容
＝
ダ
ン
ベ
ル

エ
ク
サ
サ
イ
ズ
、
健
康
に
な
る
た
め

の
運
動
と
栄
養
の
摂
取
に
つ
い
て

定
員
＝
20
人
　
□申
前
日
ま
で
に
、
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
オ
レ
ン
ジ
ワ
ン
長
岡

1
32
・
０
１
２
１
へ

■
大
光
ツ
イ
ン
ス
マ
イ
ル

コ
ン
サ
ー
ト

日
時
＝
６
月
10
日
a
午
後
２
時
開
場
、

２
時
30
分
開
演
　
会
場
＝
リ
リ
ッ
ク

ホ
ー
ル
・
コ
ン
サ
ー
ト
ホ
ー
ル
　
出

演
＝
長
岡
交
響
楽
団
、
磯
部
省
吾
さ

ん
（
指
揮
）、
篠
木
彩
友
美
さ
ん（
ピ

ア
ノ
）

曲
目
＝
シ
ュ
ー
マ
ン
「
交

響
曲
第
４
番
」
ほ
か
　
料
金
＝
全
席

自
由
１
、０
０
０
円
（
当
日
券
１
、２
０

０
円
）

□問
山
岡
さ
ん
1
61
・
３
３

２
０
（
午
前
10
時
〜
午
後
８
時
）

■
01
ラ
ベ
ン
ダ
ー
フ
ェ
ア

期
間
＝
６
月
１
日
f
〜
30
日
g

会

場
＝
古
志
の
里
フ
ァ
ー
ム
（
下
条
町
）

内
容
＝
①
ラ
ベ
ン
ダ
ー
畑
の
散
策（
無

料
）
②
簡
単
ラ
ベ
ン
ダ
ー
体
験
（
６

月
11
日
b
〜
30
日
g
、
参
加
料
１
、０

０
０
円
）
③
ラ
ベ
ン
ダ
ー
の
花
摘
み

（
６
月
18
日
b
〜
30
日
g
、１
本
20
円
）

□問
古
志
の
里
フ
ァ
ー
ム
1
22
・
１
５

４
７

■
美
術
鑑
賞
講
座
（
無
料
）

日
本
と
西
洋
の
絵
画
を
比
較
、
説

明
し
ま
す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
６
月
16
日
g
午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
県
立
近
代
美
術
館
講
堂
　
演

題
＝
絵
画
の
や
さ
し
い
見
方
　
講
師

＝
県
立
近
代
美
術
館
学
芸
員
・
麻
績

勝
広
さ
ん
　
□問
県
立
近
代
美
術
館
1

28
・
４
１
１
１

●
父
の
日
七
宝
焼
き
の
つ
ど
い

日
時
＝
６
月
17
日
a
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
　
対
象
＝
小

学
４
年
生
〜
高
校
生
ま
た
は
親

子
　
定
員
＝
15
人
　
内
容
＝
ネ

ク
タ
イ
ピ
ン
、
タ
イ
タ
ッ
ク
づ

く
り
な
ど
　
材
料
費
＝
３
０
０

円
〜
１
、１
０
０
円
　
申
し
込
み

＝
６
月
14
日
e
ま
で
に
青
少
年

文
化
セ
ン
タ
ー
1
34
・
１
３
０
５

へ●
星
空
を
み
る
会

日
時
＝
６
月
22
日
f
午
後
７
時

〜
８
時
30
分
（
雨
天
、
曇
天
の

場
合
は
中
止
）

問
い
合
わ
せ
＝

青
少
年
文
化
セ

ン
タ
ー
1
34
・

１
３
０
５

●
花
ス
ベ
リ
ヒ
ユ
の
花
植
え

直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
６
月
16
日
g
午
後
１
時

か
ら
（
小
雨
決
行
。
た
だ
し
、

土
の
状
態
に
よ
り
、
現
地
で
中

止
す
る
場
合
あ
り
）

会
場
＝

千
秋
が
原
ふ
る
さ
と
の
森
・
花

の
広
場
　
持
ち
物
＝
移
植
ご
て

問
い
合
わ
せ
＝
公
園
緑
地
課
1

39
・
２
２
３
０

●
歩
行
者
天
国

長
岡
ふ
れ
あ
い
大
広
場

毎
月
第
１
日
曜
日
な
ど
に
、

大
手
通
２
丁
目
を
歩
行
者
天
国

に
し
て
、
た
く
さ
ん
の
楽
し
い

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

日
時
＝
６
月
３
日
a
、
７
月
１

日
a
、
９
月
２
日
a
、
10
月
７

日
a
、
11
月
３
日
-
の
午
前
11

時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分
（
季

節
に
よ
り
時
間
が
変
更
に
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
）

内
容
＝

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
オ
ー
プ

ン
カ
フ
ェ
、
お
買
い
物
ガ
イ
ド

ツ
ア
ー
、
子
ど
も
わ
ん
ぱ
く
広

場
、
ラ
イ
ブ
ほ
か
　
問
い
合
わ

せ
＝
長
岡
市
中
心
商
店
街
活
性

化
協
議
会
1
32
・
７
０
０
２
、

商
業
振
興
課
1
39
・
２
２
２
８

●
や
さ
し
い
英
会
話
教
室

初
歩
的
な
英
会
話
を
学
び
ま

せ
ん
か
。
初
心
者
も
大
歓
迎
で

す
。

日
時
＝
６
月
18
日
〜
８
月
27
日

の
毎
週
月
曜
日
（
８
月
13
日
を

除
く
計
10
回
）
午
後
６
時
30
分

〜
８
時
　
会
場
＝
勤
労
青
少
年

ホ
ー
ム
講
習
室
　
対
象
＝
市
内

に
在
住
ま
た
は
勤
務
す
る
お
お

む
ね
30
歳
以
下
の
人
　
定
員
＝

30
人
　
参
加
料
＝
１
、０
０
０
円

講
師
＝
テ
ス
タ
ー
・
ジ
ョ
ー
ン

ズ
さ
ん
（
ア
メ
リ
カ
）

申
し

込
み
＝
６
月
11
日
b
ま
で
に
勤

労
青
少
年
ホ
ー
ム
1
32
・
４
４

２
９
へ

●
地
元
産
大
豆
で
豆
腐
づ
く
り

日
時
＝
６
月
27
日
d
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
　
会
場
＝
ふ
る
さ

と
体
験
農
業
セ
ン
タ
ー
　
持
ち

物
＝
エ
プ
ロ
ン
、
昼
食
　
参
加

料
＝
２
０
０
円
　
定
員
＝
20
人

申
し
込
み
＝
６
月
10
日
a
午
前

９
時
か
ら
ふ
る
さ
と
体
験
農
業

セ
ン
タ
ー
1
34
・
５
３
６
０
へ

ハ
ー
ト
・

ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン

（
働
く
若
者
の
悩
み
ご
と
相
談
）

若
者
の
職
業
上
、
生
活
上
の

悩
み
に
専
門
の
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

昨
年
度
の
相
談
者
は
の
べ
96

人
、
利
用
率
は
72
・
７
％
で
し

た
。相

談
に
は
予
約
が
必
要
で
す
。

相
談
日
＝
毎
週
水
曜
日
（
第
５

水
曜
日
除
く
）

場
所
＝
勤
労

青
少
年
ホ
ー
ム
　
時
間
＝
午
後

６
時
〜
９
時
　
対
象
＝
お
お
む

ね
30
歳
以
下
の
勤
労
青
少
年

担
当
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
＝
産
業
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
・
中
村
容
子
さ
ん

申
し
込
み
＝
勤
労
青
少
年
ホ
ー

ム
1
32
・
４
４
２
９

■
県
立
歴
史
博
物
館

1
４７
・
６
１
３
５

会
場
は
、
い
ず
れ
も
研
修
室
で
す
。

[

講
座]

①
歴
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ａ
―
古
代
パ
ズ

ル
を
解
く
Ⅱ
―

日
時
＝
６
月
16
日
g
午
後
２
時
〜
４

時②
家
族
の
居
住
空
間
１

日
時
＝
６
月
23
日
g
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分

③
歴
史
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
Ｂ
―
骨
か
ら
探

る
古
代
人
の
健
康
―

日
時
＝
６
月
30
日
g
午
後
２
時
〜
４

時

◇
　
　
　
　
　
◇

申
し
込
み
＝
は
が
き
ま
た
は
フ
ァ
ク

ス
で
、
〒
９
４
０
―

２
０
３
５
関
原

町
１
丁
目
字
権
現
堂
２
２
４
７
の
２

FAX
47
・
６
１
３
６
へ

[

友
の
会
会
員
募
集]

常
設
展
の
無
料
観
覧
、
博
物
館
収

蔵
庫
の
見
学
、
企
画
展
観
覧
券
、「
友

の
会
だ
よ
り
」
の
送
付
な
ど
の
特
典

が
受
け
ら
れ
ま
す
。

年
会
費
＝
一
般
３
、５
０
０
円
、
高
校

・
大
学
生
２
、５
０
０
円
、
小
・
中
学

生
１
、０
０
０
円
、
家
族
７
、０
０
０
円
、

賛
助
２
０
、０
０
０
円

■
星
・
風
・
草
原
…
欲
張
り
天
文
塾

登
録
が
必
要
で
す
。

日
時
＝
６
月
〜
12
月
の
最
終
金
曜
日

（
月
１
回
）
午
後
７
時
〜
９
時
　
会

場
＝
表
町
公
民
館
（
表
町
小
学
校
内
）

対
象
＝
中
学
生
以
上
　
登
録
料
＝
無

料
　
参
加
料
＝
月
５
０
０
円
（
材
料

費
別
）

内
容
＝
星
と
星
の
動
き
、

星
座
の
基
礎
、
太
陽
系
ほ
か
　
□申
太

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

コース名� コースNo. 期　　　　　日� 時　　間� 定員� 会　　　　　　場�

平日午前コース�

119�

120�

122�

46�

125�

126�

53�

131

7/26e、27f、30b、31c

7/26e、27f、30b、31c

8/6b、7c、9e、10f

8/7c、8d、9e、10f

8/20b、21c、22d、23e

8/20b、21c、22d、23e

8/27b、28c、29d、30e

8/28c、29d、30e、31f

9:30～12:00�

9:30～12:00�

9:30～12:00�

9:30～12:00�

9:30～12:00�

9:30～12:00�

9:30～12:00�

9:30～12:00

38人�

40人�

40人�

40人�

40人�

40人�

40人�

40人�

関原中学校（関原町1）�

旭岡中学校（高畑町）�

東中学校（水道町5）�

幸町分室�

栖吉中学校（中沢町）�

江陽中学校（巻島町）�

幸町分室�

東北中学校（川崎5）�

平日午後コース�

平日夜間コース�

２日間コース�

117�

118�

121�

123�

124�

47�

127�

128�

130�

54

7/24c、25d、26e、27f

7/24c、25d、26e、27f

7/26e、27f、30b、31c

8/6b、7c、9e、10f

8/6b、7c、9e、10f

8/7c、8d、9e、10f

8/20b、21c、22d、23e

8/20b、22d、23e、24f

8/21c、22d、23e、24f

8/27b、28c、29d、30e

13:30～16:00�

13:30～16:00�

13:30～16:00�

13:30～16:00�

13:30～16:00�

13:30～16:00�

13:30～16:00�

13:30～16:00�

13:30～16:00�

13:30～16:00

40人�

40人�

40人�

40人�

40人�

40人�

40人�

40人�

40人�

40人�

北中学校（東蔵王2）�

青葉台中学校（青葉台1）�

岡南中学校（十日町）�

西中学校（希望が丘1）�

大島中学校（三ツ郷屋町）�

幸町分室�

宮内中学校（宮栄2）�

南中学校（南町2）�

堤岡中学校（高見町）�

幸町分室�

45�

49�

50�

51�

52�

129

8/2e、3f

8/11g、12a

8/13b、14c

8/15d、16e

8/25g、26a

8/21c、22d

9:30～16:00�

9:30～16:00�

9:30～16:00�

9:30～16:00�

9:30～16:00�

9:30～16:00

40人�

40人�

40人�

40人�

40人�

40人�

幸町分室�

幸町分室�

幸町分室�

幸町分室�

幸町分室�

山本中学校（浦瀬町）�

48�

55

8/7c、8d、9e、10f

8/27b、28c、29d、30e

18:30～21:00�

18:30～21:00

40人�

40人�

幸町分室�

幸町分室�

�

インターネット講習会７月・８月　受講生募集（無料）�
申し込み＝６月23日g（消印有効）までに、往復はがきの往信の裏にコースNo.（第１・２希望を記入）、住所、氏
名、年齢、電話番号を、返信の表に郵便番号、住所、氏名を記入して〒940－0072柳原町２の１生涯学習・体育課Ｉ
Ｔ講習推進室へ（はがき１人につき１枚、多数の場合６月26日cに抽選し、結果を６月28日eに発送します）�
問い合わせ＝生涯学習・体育課ＩＴ講習推進室1３２・６１０２8�
　インターネット講習会は12月まで開催し、日程は市政だよりで随時お知らせします。なお、1人1回の受講となります。�

このインターネット講
習会は、20歳以上の
初心者が対象です。�

講習内容は①パソコンの基
本操作②ワープロ文書の作
成③インターネット操作④
電子メールの送受信です。
ぜひ、ご応募ください！�

13 12

◆
タ
ッ
ジ
ー
・
マ
ッ
ジ
ー
作
り

公
園
で
栽
培
さ
れ
た
ハ
ー
ブ

や
お
花
を
使
っ
て
小
さ
な
香
り

の
花
束
を
作
り
ま
す
。

日
時
＝
６
月
17
日
a
午
後
２
時

〜
３
時
（
ハ
ー
ブ
の
生
育
期
間

中
毎
月
第
３
日
曜
日
に
開
催
）

会
場
＝
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー

デ
ン
（
雨
天
時
は
暖
の
館
）

参
加
料
＝
２
０
０
円

◆
バ
ラ
講
習
会
（
無
料
）

当
日
直
接
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
６
月
10
日
a
９
時
45
分

〜
正
午
　
集
合
＝
暖
の
館
２
階

多
目
的
ホ
ー
ル
　
定
員
＝
40
人

内
容
＝
¡
バ
ラ
の
栽
培
管
理
に

つ
い
て
の
講
習
会
™
シ
ュ
ー
ト

処
理
と
花
の
切
り
戻
し
に
つ
い

て
実
地
講
習
　
会
場
＝
¡
多
目

的
ホ
ー
ル
™
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

ガ
ー
デ
ン

★
夢
プ
ラ
ン
大
募
集

国
営
越
後
丘
陵
公
園
の
イ
ベ

ン
ト
・
管
理
・
運
営
を
企
画
し

て
実
行
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
国
営
越
後
丘
陵
公
園
で
や

っ
て
み
た
い
こ
と
」
を
募
集
し

ま
す
。

締
め
切
り
＝
７
月
10
日
c

問
い
合
わ
せ
＝
越
後
公
園
管
理

セ
ン
タ
ー
1
47
・
８
０
０
１

人口と世帯数 住民基本台帳登録数13.５.１（前月比）

191,339人 94,062人 97,277人 65,359世帯
（＋922） （＋814）（＋303）（＋619）

’

国
営
越
後
丘
陵
公
園

◆
フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
ブ
テ
ィ
ー

・
コ
ー
ナ
ー

公
園
内
で
取
れ
た
数
種
類
の

フ
レ
ッ
シ
ュ
ハ
ー
ブ
を
ハ
ー
ブ

入
り
ク
ッ
キ
ー
と
一
緒
に
お
試

し
く
だ
さ
い
。

日
時
＝
６
月
10
日
a
・
24
日
a

午
後
２
時
〜
４
時
（
ハ
ー
ブ
の

生
育
期
間
中
毎
月
第
２
・
４
日

曜
日
に
開
催
）

会
場
＝
イ
ン

グ
リ
ッ
シ
ュ
ガ
ー
デ
ン
（
雨
天

時
は
暖
の
館
）

参
加
料
＝
２

０
０
円
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
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■
女
子
サ
ッ
カ
ー
教
室
（
無
料
）

日
時
＝
６
月
10
日
〜
10
月
28
日
の
毎

週
日
曜
日
午
前
７
時
30
分
〜
９
時

会
場
＝
リ
ッ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
広
場
　
対

象
＝
小
学
生
以
上
　
□問
長
岡
市
サ
ッ

カ
ー
協
会
・
中
川
靖
さ
ん
1
39
・
６

６
８
５

■
春
の
市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

期
日
＝
６
月
17
日
a
（
小
雨
決
行
）

行
き
先
＝
川
口
や
な
場
（
北
魚
沼
郡

川
口
町
）

集
合
＝
午
前
９
時
に
中

央
公
民
館
前
　
コ
ー
ス
と
対
象
＝
Ａ

コ
ー
ス
（
約
55
d
、
一
般
向
け
）
…

小
学
校
３
年
生
以
上
で
普
通
車
や
ミ

ニ
サ
イ
ク
ル
車
で
参
加
、
Ｂ
コ
ー
ス

（
約
65
d
、
経
験
者
向
け
）
…
中
学
生

以
上
で
ス
ポ
ー
ツ
車
で
参
加
　
定
員

＝
50
人
　
参
加
料
＝
５
０
０
円
（
保

険
料
等
、
当
日
に
）

□申
生
涯
学
習

・
体
育
課
1
32
・
５
１
１
０
、
長
岡

市
サ
イ
ク
リ
ン
グ
協
会
1
33
・
１
８

７
２

■
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
を
や
っ
て
み
ま
せ

ん
か
！
（
体
験
は
無
料
）

日
時
＝
毎
週
月
曜
日
（
第
３
月
曜
日

除
く
）
午
後
７
時
〜
８
時
　
会
場
＝

南
部
体
育
館
　
対
象
＝
中
学
生
以
上

参
加
料
＝
月
５
０
０
円
（
会
場
使
用

料
含
む
）

□申
直
接
会
場
で
　
□問
長

岡
市
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
同
好
会
・
樋
口

さ
ん
1
34
・
２
３
０
３

■
初
心
者
ア
ー
チ
ェ
リ
ー
教
室

日
時
＝
７
月
３
日
〜
24
日
の
毎
週
火

曜
日
（
計
４
回
）
午
後
７
時
30
分
〜

９
時
30
分
　
会
場
＝
南
部
体
育
館
グ

リ
ー
ン
フ
ロ
ア
　
対
象
＝
18
歳
以
上

（
高
校
生
を
除
く
）

定
員
＝
20
人

参
加
料
＝
２
、５
０
０
円
（
初
回
に
）

持
ち
物
＝
運
動
の
で
き
る
服
装
、
外

ば
き
　
□申
南
部
体
育
館
1
39
・
３
６

０
０

ま
ち
づ
く
り

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

ｉ
ｎ
長
岡
２
０
０
１

「
市
民
と
企
業
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

中
心
市
街
地
の
活
性
化
や
ま

ち
な
か
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
、

環
境
問
題
な
ど
の
分
野
で
、
市

民
の
参
画
と
協
働
に
よ
る
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
た
め
開
催
し

ま
す
。

日
時
＝
６
月
16
日
g
午
後
１
時

30
分
〜
６
時
、
６
月
17
日
a
午

前
10
時
〜
午
後
４
時
30
分
　
会

場
＝
厚
生
会
館
　
参
加
料
＝
５

０
０
円
（
２
日
間
有
効
）

6
月
16
日
g

基
調
講
演

「
市
民
と
企
業
と
行
政
の
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

講
師
＝
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｎ
Ｐ
Ｏ
研

修
・
情
報
セ
ン
タ
ー
代
表
理
事

・
世
古
一
穂
さ
ん

環
境
分
科
会

講
演
会
「
市
民
が
つ
く
る
環
境

プ
ラ
ン
」

講
師
＝
エ
コ
シ
テ
ィ
志
木
副
代

表
・
毛
利
将
範
さ
ん

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
分
科
会

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」

パ
ネ
リ
ス
ト
＝
常
磐
大
学
教
授

・
井
上
繁
さ
ん
、
横
須
賀
市
市

民
生
活
課
・
小
座
野
信
吾
さ
ん
、

高
浜
市
庶
務
課
・
加
藤
元
久
さ

ん
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
1

Ｕ
Ｇ
都
市
建
築
・
青
木
伸
朗
さ

んバ
リ
ア
フ
リ
ー
分
科
会

テ
ー
マ
「
心
の
バ
リ
ア
を
取
り

除
こ
う
」

講
師
＝
北
海
道
浦
河
赤
十
字
病

院
・
川
村
敏
明
さ
ん
、
浦
河
べ

て
る
の
家
の
み
な
さ
ん

6
月
17
日
a

環
境
分
科
会

見
学
と
講
演
会
「
循
環
型
社
会

の
実
践
例
」

見
学
地
＝
み
ゆ
き
牧
場
・
エ
コ

フ
ァ
ー
ム
新
潟
　
講
師
＝
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
地
域
循
環
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
理
事
長
・
金
子
博
さ
ん

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
長
岡
の
環

境
行
動
計
画
づ
く
り
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
＝
エ
コ
シ

テ
ィ
志
木
副
代
表
・
毛
利
将
範

さ
ん

ま
ち
な
か
活
性
化
分
科
会

演
劇
「
ピ
ン
チ
で
ご
ざ
る
！
長

岡
の
ま
ち
」（
公
演
時
間
50
分
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
ま
ち
な
か
を
見
つ
め
な
お
そ
う
」

パ
ネ
リ
ス
ト
＝
1
ま
ち
づ
く
り

カ
ン
パ
ニ
ー
シ
ー
プ
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
代
表
・
西
郷
真
理
子
さ
ん
、

1
ま
ち
づ
く
り
会
津
取
締
役
、

渋
川
問
屋
社
長
・
渋
川
恵
男
さ

ん
、
富
山
市
中
央
通
り
商
店
街

フ
リ
ー
ク
ポ
ケ
ッ
ト
仕
掛
人
・

竹
嶋
身
和
子
さ
ん
　
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
＝
え
に
し
屋
代
表
・

清
水
義
晴
さ
ん

問
い
合
わ
せ
＝
ま
ち
づ
く
り
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
ｉ
ｎ
長
岡
２
０
０

１
実
行
委
員
会
事
務
局
（
都
市

整
備
課
内
）
1
39
・
２
２
２
６

■
コ
ン
サ
ー
ト

「
ラ
イ
ヤ
ー
の
響
き
」

日
時
＝
６
月
９
日
g
午
後
２
時
か
ら

会
場
＝
長
岡
ル
ー
テ
ル
教
会
　
出
演

＝
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
ム
ー
サ
ー
　
参
加

料
＝
５
０
０
円
　
□問
長
岡
シ
ュ
タ
イ

ナ
ー
教
育
芸
術
の
会
1
33
・
２
８
２
４

■
16
ミ
リ
映
写
機
操
作
講
習
会

日
時
＝
６
月
16
日
g
午
前
９
時
〜
11

時
30
分
　
会
場
＝
教
育
セ
ン
タ
ー（
三

和
２
）

定
員
＝
20
人
　
□申
６
月
15

日
f
ま
で
に
教
育
セ
ン
タ
ー
内
長
岡

地
域
視
聴
覚
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
協
議
会

1
33
・
２
０
２
２
へ

■
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会

日
時
＝
６
月
15
日
f
、
10
月
19
日
f
、

14
年
２
月
22
日
f
午
前
10
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
２
時
30
分
　
会
場
＝
長

岡
総
合
庁
舎
大
会
議
室
（
四
郎
丸
町
）

持
ち
物
＝
登
録
を
受
け
よ
う
と
す
る

銃
砲
刀
剣
類
、
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届

（
所
轄
警
察
署
が
発
行
し
た
も
の
）、

審
査
手
数
料
１
件
に
つ
き
６
、３
０
０

円
（
県
収
入
証
紙
で
納
入
、
印
鑑
不

要
）

□問
県
教
育
庁
文
化
行
政
課
1

０
２
５
・
２
８
０
・
５
６
１
９

■
障
害
者
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド

ス
イ
ミ
ン
グ
講
習
会

日
時
＝
６
月
９
日
g
午
前
９
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
ア
ク
ア
ー
レ
長
岡
、

青
少
年
文
化
セ
ン
タ
ー
　
講
師
＝
全

国
（
障
）
シ
ン
ク
ロ
ナ
イ
ズ
ド
ス
イ

ミ
ン
グ
連
絡
会
会
長
・
森
田
美
千
代

さ
ん
　
受
講
料
＝
３
、０
０
０
円
（
昼

食
、
プ
ー
ル
代
含
む
）

□問
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
ス
イ
ミ
ン
グ
長
岡
ア
ク

テ
ィ
ブ
・
千
原
さ
ん
1
・
FAX
35
・
８
０

９
６

日
、
８
月
３
日
、
９
月
14
日
、

10
月
26
日
、
11
月
23
日
、
12
月

28
日
、
１
月
４
日
を
除
く
計
25

回
）

対
象
＝
手
話
入
門
講
座

修
了
者
で
手
話
サ
ー
ク
ル
で
の

活
動
経
験
の
あ
る
人
、
ま
た
は

同
レ
ベ
ル
の
人
　
参
加
料
＝
６
、

４
０
５
円
（
テ
キ
ス
ト
、
ビ
デ

オ
代
）◇

　
　
　
　
　
◇

コ
ー
ス
＝
昼
の
部
…
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
30
分
、
夜
の
部
…

午
後
７
時
〜
９
時
（
ど
ち
ら
か

一
方
）

会
場
＝
社
会
福
祉
セ

ン
タ
ー
　
定
員
＝
¡
™
の
各
コ

ー
ス
30
人
　
申
し
込
み
＝
６
月

14
日
e
ま
で
に
、
は
が
き
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
で
、
希
望
講
座
名

と
コ
ー
ス
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
職
業
、
電
話
番
号
、
参
加

希
望
の
動
機
や
自
己
Ｐ
Ｒ
を
記

入
し
て
、
〒
９
４
０
―
８
５
０

１
幸
町
２
の
１
の
１
福
祉
相
談

課
障
害
福
祉
係
FAX
32
・
０
１
６

０
へ
（
電
話
不
可
、
多
数
の
場

▲バリアフリー分
科会「まちの観察
会」で（５月13日）

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

15 14

心
の
教
育
の
推
進
に
つ
い
て

教
育
委
員
と
語
り
合
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

日
時
＝
６
月
26
日
c
午
後
６
時

〜
８
時
30
分
　
会
場
＝
南
中
学

校
視
聴
覚
室
、
武
道
場
　
駐
車

場
＝
長
岡
操
車
場
跡
地

⁄
定
例
教
育
委
員
会

傍
聴
希
望
の
人
は
、
開
会
10

分
前
か
ら
先
着
順
に
受
け
付
け

ま
す
（
10
人
程
度
）。

時
間
＝
午
後
６
時
か
ら

¤
市
民
と
教
育
委
員
会
と
の

懇
談
会

時
間
＝
午
後
６
時
30
分
〜
８
時

30
分
　
内
容
＝
心
の
教
育
に
つ

い
て
家
庭
、
地
域
、
学
校
そ
れ

ぞ
れ
が
果
た
す
べ
き
役
割
と
相

互
の
連
携
の
あ
り
方
に
つ
い
て

の
懇
談
お
よ
び
教
育
全
般
に
つ

い
て
の
意
見
交
換

問
い
合
わ
せ
＝
教
育
総
務
課
1

39
・
２
２
３
８
、
学
校
教
育
課

1
39
・
２
２
３
９

合
抽
選
）

問
い
合
わ
せ
＝
福

祉
相
談
課
1
39
・
２
２
１
８

●
中
心
商
店
街

お
買
い
物
ガ
イ
ド
ツ
ア
ー

長
岡
逸
品
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
と

一
緒
に
中
心
街
の
い
ろ
い
ろ
な

お
店
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

参
加
料
＝
無
料
（
食
事
付
）

定
員
＝
各
コ
ー
ス
８
人
（
多
数

の
場
合
抽
選
）

申
し
込
み
＝

６
月
11
日
b
ま
で
に
電
話
で
、

長
岡
市
商
店
街
振
興
組
合
連
合

会
1
32
・
７
０
０
２
へ

[

６
月
の
コ
ー
ス]

⁄
「
食
」
コ
ー
ス

日
時
＝
６
月
19
日
c
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
　
コ
ー
ス
＝
高
砂

園
前
集
合
（
午
前
９
時
50
分
）

―
高
砂
園
―
ふ
じ
い
―
間
野
肉

店
―
さ
い
花
―
福
泉
堂
―
ア
ン

ベ
ー
ル
（
食
事
）

¤
「
美
」
コ
ー
ス

日
時
＝
６
月
22
日
f
午
前
10
時

〜
午
後
２
時
　
コ
ー
ス
＝
ミ
ヤ

コ
ヤ
集
合
（
午
前
９
時
50
分
）

―
ミ
ヤ
コ
ヤ
―
ビ
ー
キ
ュ
ー
ト

サ
イ
ド
―
ブ
テ
ィ
ッ
ク
あ
い
―

タ
ニ
写
真
館
―
中
越
療
術
院
―

ミ
チ
ル
（
食
事
）

問
い
合
わ
せ
＝
長
岡
市
商
店
街

振
興
組
合
連
合
会
1
32
・
７
０

０
２
、
商
業
振
興
課
1
39
・
２

２
２
８

&
長
岡
市
体
育
協
会

（
市
民
体
育
館
内
）

1
34
・
2
7
0
0

●
市
民
体
育
祭

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

日
時
＝
７
月
１
日
a
・
８
日
a

午
前
８
時
か
ら
　
会
場
＝
河
川

公
園
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
場
ほ
か

種
目
＝
男
子
（
18
歳
以
上
、
高

校
生
を
除
く
）
、
女
子
（
高
校

生
以
上
）
、
壮
年
（
40
歳
以
上
）

参
加
料
＝
１
チ
ー
ム
４
、５
０
０

円
　
申
し
込
み
＝
６
月
11
日
b

ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
市
民

体
育
館
へ
　
抽
選
会
＝
６
月
26

日
c
午
後
６
時
30
分
か
ら
市
民

体
育
館
小
ア
リ
ー
ナ
で

●
市
民
体
育
祭
市
民
登
山

（
木
曽
御
嶽
山
３
、
０
６
７
m
）

期
日
＝
７
月
７
日
g
〜
８
日
a

参
加
資
格
＝
高
校
生
以
上
で
登

り
４
時
間
、
下
り
３
時
間
の
登

山
が
で
き
る
人
　
定
員
＝
50
人

参
加
料
＝
２
４
、０
０
０
円
（
宿

泊
料
、
保
険
料
、
交
通
費
等
）

準
備
会
＝
６
月
20
日
d
午
後
７

時
か
ら
市
民
体
育
館
会
議
室
で

（
参
加
料
を
持
参
）

申
し
込

み
＝
６
月
18
日
b
ま
で
に
市
民

体
育
館
へ

●
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
教
室

日
時
＝
６
月
25
日
〜
７
月
30
日

の
毎
週
月
曜
日
（
７
月
16
日
を

除
く
計
５
回
）
午
後
７
時
〜
９

時
　
会
場
＝
市
民
体
育
館
小
ア

リ
ー
ナ
　
対
象
＝
小
学
生
以
上

定
員
＝
30
人
　
参
加
料
＝
３
、

０
０
０
円
（
初
回
に
）

持
ち

物
＝
運
動
で
き
る
服
装
　
申
し

込
み
＝
６
月
11
日
b
〜
７
月
30

日
b
に
市
民
体
育
館
へ

●
招
待
親
善
高
校
野
球
大
会

招
待
校
＝
福
井
県
立
福
井
商
業

高
等
学
校
、
横
浜
高
等
学
校（
神

奈
川
県
）

会
場
＝
悠
久
山
野

球
場
　
入
場
料
＝
大
人
５
０
０

円
、
高
校
生
１
０
０
円
、
中
学

生
以
下
は
無
料

花
切
り
は
さ
み
ま
た
は
工
作
は

さ
み
　
参
加
料
＝
１
、
０
０
０
円

申
し
込
み
＝
６
月
13
日
d
ま
で

に
、「
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ク
ラ
フ
ト

参
加
希
望
」、
住
所
、
氏
名
、

電
話
番
号
を
記
入
し
、
フ
ァ
ク

ス
で
、
ふ
る
さ
と
体
験
農
業
セ

ン
タ
ー
1
34
・
５
３
６
０
、
FAX

34
・
５
３
５
７
へ

●
手
話
奉
仕
員
養
成
講
座

厚
生
労
働
省
の
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
に
基
づ
き
、
聴
覚
障
害
者
等

が
講
義
・
実
技
指
導
を
し
ま
す
。

⁄
手
話
入
門
講
座

期
日
＝
６
月
26
日
〜
12
月
18
日

ま
で
の
毎
週
火
曜
日
（
７
月
17

日
、
８
月
14
日
・
21
日
、
９
月

18
日
・
25
日
、
10
月
９
日
・
16

日
、
11
月
20
日
を
除
く
計
18
回
）

対
象
＝
手
話
奉
仕
員
を
め
ざ
す

手
話
初
心
者
　
参
加
料
＝
５
、

７
８
５
円
（
テ
キ
ス
ト
、
ビ
デ

オ
代
）

¤
手
話
基
礎
講
座

期
日
＝
６
月
22
日
〜
来
年
１
月

25
日
の
毎
週
金
曜
日
（
７
月
20

●
ラ
ベ
ン
ダ
ー
ク
ラ
フ
ト
で

手
作
り
の
香
り
を

摘
み
た
て
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー
で

香
り
の
小
物
づ
く
り
が
楽
し
め

ま
す
。

日
時
＝
６
月
23
日
g
午
後
２
時

〜
４
時
　
会
場
＝
ふ
る
さ
と
体

験
農
業
セ
ン
タ
ー
　
持
ち
物
＝

ス
ポ
ー
ツ�

BSNラジオ「長岡市だより」
毎週月～金曜日の午後２時35分から２分間

長岡ケーブルテレビ「長岡市のお知らせ」
毎週月曜日の午後６時から４分間

FMながおか「長岡市からのお知らせ」
毎週月～金曜日午前７時45分～52分、午後４時40分
～47分

長岡市ホームページアドレス
http://www.city.nagaoka.niigata.jp

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

青少年健全育成のつどい
講演会
日時＝７月17日c午後６
時30分～８時（午後６時
開場） 会場＝リリック
ホール・コンサートホー
ル　講師＝落語家・林家
こん平さん　演題＝「人
生は開けごま!!の体当り
痛快人生」 定員＝700
人　入場料＝無料

入場整理券が必要です。市役所１階案
内所、中央公民館、リリックホール、イ
トーヨーカドー丸大長岡店、ジャスコ長
岡店、ダイエー長岡店でどうぞ。
E-mail:seisyone@city.nagaoka.niigata.jp
でも受け付けます。
問い合わせ＝青少年育成課132・0581

▲林家こん平さん

日　時� 対 戦 校�

福井商業VS長岡大手�

横　　浜VS長　　岡�

福井商業VS長岡商業�

横　　浜VS長岡向陵�

福井商業VS中　　越�

横　　浜VS帝京長岡�

6/9�
g

10�
a

9:30～�

12:00～�

14:30～�

9:00～�

11:30～�

14:00～�

雪国植物園　ホタルの夕べ
日時＝6月9日g～7月1日a午後7時～8時30分
入園は７時30分までにどうぞ（雨天中止）。

集合＝雪国植物園東口
午後７時からホタルの生態説明、その後
ホタルの鑑賞

入場料＝大人300円、小・中学生200円
問い合わせ＝雪国植物園146・0030

ふ
れ
あ
い

教
育
委
員
会
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

＝
１
種
目
５
０
０
円
、
リ
レ
ー
は
１

チ
ー
ム
１
、０
０
０
円
　
□申
６
月
22
日

f
ま
で
に
参
加
料
を
添
え
て
市
民
体

育
館
へ
（
要
項
は
市
民
体
育
館
、
南

部
体
育
館
、北
部
体
育
館
、市
営
陸
上

競
技
場
に
あ
り
ま
す
）

□問
長
岡
商

業
高
校
・
宮
田
さ
ん
1
37
・
８
１
４
０

■
労
働
１
１
０
番

1
37
・
６
１
１
０

賃
金
・
解
雇
・
労
働
条
件
な
ど
に

関
す
る
悩
み
事
を
お
気
軽
に
ご
相
談

く
だ
さ
い
。

相
談
は
無
料
。
秘
密
は
厳
守
。
毎

月
、
弁
護
士
相
談
、
カ
ウ
ン
セ
リ
ン

グ
相
談
も
実
施
中（
要
予
約
）。

相
談
時
間
＝
月
〜
金
曜
日
（
休
日
除

く
）
午
前
８
月
30
分
〜
午
後
５
時
15

分
　
会
場
・
申
し
込
み
＝
長
岡
労
政

事
務
所
（
四
郎
丸
町
・
新
潟
県
長
岡

総
合
庁
舎
３
階
）

■
平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト

絵
燈
篭
の
作
品
募
集
（
無
料
）

７
月
31
日
c
に
行
わ
れ
る
「
平
和

の
森
コ
ン
サ
ー
ト
」
の
会
場
周
辺
に

展
示
す
る
絵
燈
篭
の
作
品
を
募
集
し

ま
す
。
参
加
者
に
は
当
日
、
無
料
ド

リ
ン
ク
券
を
差
し
上
げ
ま
す
。

材
料
＝
絵
の
具
、
墨
、
ポ
ス
タ
ー
カ

ラ
ー
な
ど
自
由
（
用
紙
の
用
意
あ
り
）

募
集
数
＝
１
０
０
基
　
□申
７
月
15
日

a
ま
で
に
平
和
の
森
コ
ン
サ
ー
ト
実

行
委
員
会
・
河
上
孝
さ
ん
1
・
FAX
33
・

３
１
９
９
へ

■
新
潟
県
教
育
モ
ニ
タ
ー
募
集

募
集
人
数
＝
15
人
　
依
頼
期
間
＝
１

年
　
応
募
資
格
＝
教
育
の
問
題
に
関

心
が
あ
る
20
歳
以
上
の
人
　
□申
６
月

29
日
f
ま
で
に
〒
９
５
０
―

８
５
７

０
新
潟
県
教
育
庁
総
務
課
企
画
広
報

係
1
０
２
５
・
２
８
５
・
５
５
１
１

へ ■
ジ
ュ
ニ
ア
テ
ニ
ス
ク
ラ
ブ
希
望

会
員
募
集

日
時
＝
６
月
11
日
〜
11
月
29
日
の
月

・
火
・
木
曜
日
午
後
５
時
〜
７
時

会
場
＝
希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場
　
対
象

＝
中
学
生
　
会
費
＝
月
３
、０
０
０
円

□申
希
望
が
丘
テ
ニ
ス
場
・
石
原
さ
ん

1
29
・
１
４
８
９

■
中
学
生
の
な
ぎ
な
た
教
室

日
時
＝
６
月
14
日
〜
７
月
19
日
の
毎

週
木
曜
日
午
後
７
時
〜
８
時
30
分

会
場
＝
市
民
体
育
館
第
二
武
道
場

持
ち
物
＝
運
動
の
で
き
る
服
装
　
参

加
料
＝
１
、５
０
０
円
（
保
険
料
含
む
、

初
回
に
）

□申
６
月
11
日
b
ま
で
に

長
岡
市
な
ぎ
な
た
協
会
事
務
局
・
高

野
さ
ん
1
33
・
５
９
１
５

■
長
岡
市
小
学
生
陸
上
選
手
権
大
会

日
時
＝
７
月
８
日
a
午
前
10
時
か
ら

（
雨
天
決
行
）

会
場
＝
市
営
陸
上
競

技
場
　
種
目
＝
50
ｍ
﹇
３
年
生
男
女

別
、
４
年
生
男
女
別
﹈
、
１
０
０
ｍ

﹇
５
年
生
男
女
別
、
６
年
生
男
女
別
﹈、

８
０
０
ｍ
、
走
幅
跳
﹇
３
・
４
年
生

共
通
、
男
女
別
﹈、
80
ｍ
ハ
ー
ド
ル
、

４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
、
走
高
跳
、

走
幅
跳
、
ボ
ー
ル
投
げ
（
１
号
ボ
ー

ル
）﹇
５
・
６
年
生
共
通
、
男
女
別
﹈、

１
５
０
０
ｍ
﹇
５
・
６
年
生
共
通
男

子
﹈、８
０
０
ｍ
﹇
５
・
６
年
生
共
通

女
子
﹈（
混
成
リ
レ
ー
、
80
ｍ
ハ
ー
ド

ル
の
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ

い
）

参
加
資
格
＝
学
校
の
ク
ラ
ブ

・
部
活
単
位
、
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
単

位
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

単
位
、
個
人
参
加
（
保
護
者
の
同
意

書
が
必
要
）

出
場
制
限
＝
１
人
２

種
目
（
リ
レ
ー
を
除
く
）

参
加
料

●
６
月
１
日
か
ら
「
新
聞
紙
、

雑
誌
・
チ
ラ
シ
、
段
ボ
ー
ル
」

を
回
収
し
て
い
ま
す

今
月
か
ら
月
１
回
「
新
聞
紙
、

雑
誌
・
チ
ラ
シ
、
段
ボ
ー
ル
」

の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
回
収
を
始
め

て
い
ま
す
。
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

出
し
方
な
ど
に
つ
い
て
説
明

会
を
希
望
さ
れ
る
町
内
会
や
各

種
団
体
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

説
明
に
伺
い
ま
す
（
夜
間
、
休

日
で
も
可
）。

問
い
合
わ
せ
＝
環
境
業
務
課
1

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

17 16

24
・
２
８
３
７

●
リ
サ
イ
ク
ル
品
を

お
譲
り
し
ま
す
（
有
償
）

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
内
に
設

置
し
た
リ
サ
イ
ク
ル
品
展
示
コ

ー
ナ
ー
が
次
の
期
間
オ
ー
プ
ン

し
ま
す
。「
び
ん
・
缶
・
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
」
の
中
間
処
理
施
設
と

あ
わ
せ
、
こ
の
機
会
に
ご
覧
く

だ
さ
い
。

リ
サ
イ
ク
ル
プ
ラ
ザ
は
、
寿

３
の
６
の
１
環
境
衛
生
セ
ン
タ

ー
内
に
あ
り
ま
す
。
準
備
の
都

合
上
、
お
出
か
け
前
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

オ
ー
プ
ン
期
間
＝
６
月
12
日
c

〜
22
日
f
（
土
・
日
・
月
曜
日

を
除
く
）

担
当
＝
環
境
業
務

課
1
24
・
２
８
３
７

●
海
外
高
校
留
学
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す

留
学
す
る
意
欲
の
あ
る
高
校

生
を
募
集
し
ま
す
。
留
学
に
必

要
な
自
己
負
担
金
（
98
〜
１
１

８
万
円
）
を
7
長
岡
市
米
百
俵

財
団
が
奨
学
金
と
し
て
支
給
し

ま
す
。

募
集
期
間
＝
６
月
18
日
b
〜
７

月
16
日
b

留
学
期
間
＝
平
成

14
年
の
出
発
日
か
ら
１
年
間

募
集
人
数
＝
３
人
　
応
募
条
件

＝
7
Ａ
Ｆ
Ｓ
日
本
協
会
ま
た
は

7
Ｙ
Ｆ
Ｕ
日
本
国
際
交
流
財
団

の
選
考
試
験
を
受
験
す
る
こ
と

な
ど
　
問
い
合
わ
せ
＝
庶
務
課

内
7
長
岡
市
米
百
俵
財
団
1
39
・

２
２
０
３

８
、０
０
０
円
、
２
日
体
験
コ
ー

ス
…
１
２
、
０
０
０
円
　
対
象
＝

中
学
生
以
上
　
会
場
＝
市
営
ス

キ
ー
場
　
持
ち
物
＝
手
袋
（
軍

手
な
ど
）
、
運
動
の
で
き
る
服

装
　
申
し
込
み
＝
パ
ラ
エ
イ
ト

ク
ラ
ブ
・
本
田
昇
さ
ん
1
36
・

４
７
１
６

●
マ
ウ
ン
テ
ン
ボ
ー
ド

体
験
教
室

期
日
＝
11
月
ま
で
の
土
・
日
・

祝
日
（
雨
天
中
止
）

時
間
＝

¡
午
前
10
時
〜
正
午
™
午
後
１

時
30
分
〜
３
時
30
分
　
受
講
料

＝
１
回
３
、０
０
０
円
（
保
険
料
、

レ
ン
タ
ル
料
込
み
）

定
員
＝

20
人
　
会
場
＝
市
営
ス
キ
ー
場

持
ち
物
＝
手
袋
（
軍
手
な
ど
）、

運
動
の
で
き

る
服
装
　
申

し
込
み
＝
Ｍ

Ｂ
エ
イ
ト
ク

ラ
ブ
・
山
本

芳
明
さ
ん
1

32
・
３
４
７
０

●
ジ
ュ
ニ
ア
ゴ
ル
フ
教
室

期
日
＝
６
月
17
日
〜
７
月
８
日

の
毎
週
日
曜
日
（
計
４
回
）

時
間
＝
ジ
ュ
ニ
ア
体
験
（
初
心

者
）
…
午
前
９
時
〜
10
時
10
分
、

ジ
ュ
ニ
ア
上
達
（
経
験
者
）
…

午
前
11
時
〜
午
後
０
時
10
分

対
象
＝
小
学
生
〜
高
校
生
　
定

員
＝
各
コ
ー
ス
10
人
　
会
場
＝

オ
ー
エ
ム
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー

参
加
料
＝
３
、０
０
０
円
（
ボ
ー

ル
代
、
入
場
料
含
む
）

申
し

込
み
＝
オ
ー
エ
ム
ゴ
ル
フ
セ
ン

タ
ー
1
24
・
２
１
３
１

●
初
心
者
ゴ
ル
フ
教
室

[

日
曜
コ
ー
ス]

期
日
＝
６
月
17
日
〜
７
月
８
日

の
毎
週
日
曜
日
（
計
４
回
）

時
間
＝
レ
デ
ィ
ー
ス
…
午
後
２

時
〜
３
時
10
分
、
一
般
Ａ
…
午

後
６
時
30
分
〜
７
時
40
分
、
一

般
Ｂ
…
午
後
８
時
〜
９
時
10
分

定
員
＝
各
コ
ー
ス
10
人
　
会
場

＝
オ
ー
エ
ム
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー

参
加
料
＝
５
、０
０
０
円
（
ボ
ー

ル
代
別
）

申
し
込
み
＝
オ
ー

エ
ム
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー
1
24
・

２
１
３
１

[

金
曜
コ
ー
ス]

期
日
＝
６
月
15
日
〜
７
月
６
日

の
毎
週
金
曜
日
（
計
４
回
）

時
間
＝
Ａ
Ｍ
レ
デ
ィ
ー
ス
…
午

前
10
時
30
分
〜
11
時
40
分
、
Ｐ

Ｍ
レ
デ
ィ
ー
ス
…
午
後
２
時
〜

３
時
10
分
、
一
般
Ａ
…
午
後
６

時
30
分
〜
７
時
40
分
、
一
般
Ｂ

…
午
後
８
時
〜
９
時
10
分
　
定

員
＝
各
コ
ー
ス
10
人
　
会
場
＝

長
岡
南
ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン
　
参

加
料
＝
５
、
０
０
０
円
（
ボ
ー
ル

代
別
）

申
し
込
み
＝
長
岡
南

ゴ
ル
フ
ガ
ー
デ
ン
1
32
・
６
５

１
１

●
心
身
障
害
児
・
者
の
た
め
の

水
泳
教
室
（
無
料
）

希
望
す
る
人
は
リ
フ
ト
付
き

バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

対
象
＝
主
治
医
か
ら
水
泳
を
許

可
さ
れ
て
い
る
心
身
障
害
児
・

者
お
よ
び
介
護
者
　
ス
タ
ッ
フ

＝
長
岡
婦
人
水
泳
ク
ラ
ブ
　
申

し
込
み
＝
６
月
20
日
d
ま
で
に

福
祉
相
談
課
1
39
・
２
２
１
８
、

FAX
32
・
０
１
６
０
へ

●
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
教
室

日
時
＝
６
月
29
日
〜
９
月
14
日

の
毎
週
金
曜
日
（
７
月
20
日
、

８
月
３
日
を
除
く
計
10
回
）
午

後
６
時
30
分
〜
８
時
　
会
場
＝

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
体
育
室

対
象
＝
市
内
に
在
住
ま
た
は
勤

務
す
る
お
お
む
ね
30
歳
以
下
の

人
　
定
員
＝
20
人
　
参
加
料
＝

１
、０
０
０
円
　
持
ち
物
＝
内
ば

き
、
運
動
の
で
き
る
服
装
、
タ

オ
ル
　
申
し
込
み
＝
６
月
22
日

f
ま
で
に
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

1
32
・
４
４
２
９
へ

●
南
部
体
育
館

グ
リ
ー
ン
フ
ロ
ア
使
用
中
止

の
お
知
ら
せ

南
部
体
育
館
グ
リ
ー
ン
フ
ロ

ア
が
、
改
修
工
事
の
た
め
、
７

月
25
日
d
か
ら
利
用
で
き
な
く

な
り
ま
す
。
９
月
中
旬
に
再
開

す
る
予
定
で
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
生
涯
学
習
・
体

育
課
1
32
・
５
１
１
０

●
市
民
体
育
祭

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会

日
時
＝
７
月
８
日
a
午
前
10
時

か
ら
　
会
場
＝
ア
ル
ピ
コ
ボ
ウ

ル
長
岡
（
柏
町
１
）

種
目
＝

個
人
戦
（
男
女
混
合
）
Ａ
…
ア

ベ
レ
ー
ジ
１
５
０
以
上
の
人
、

Ｂ
…
ア
ベ
レ
ー
ジ
１
５
０
未
満

の
人
　
参
加
料
（
３
ゲ
ー
ム
）＝

一
般
１
、７
０
０
円
、
ジ
ュ
ニ
ア

１
、３
０
０
円
　
申
し
込
み
＝
７

月
７
日
g
ま
で
に
参
加
料
を
添

え
て
、
長
岡
市
ボ
ウ
リ
ン
グ
連

盟
（
ア
ル
ピ
コ
ボ
ウ
ル
長
岡
内
）

1
36
・
５
５
７
３
へ

●
ナ
イ
タ
ー

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

期
日
＝
７
月
15
日
a
か
ら
（
開

会
式
は
15
日
a
午
後
７
時
か
ら
）

対
象
＝
男
子
・
女
子
の
部
と
も

に
18
歳
以
上
（
高
校
生
除
く
）

参
加
料
＝
１
チ
ー
ム
５
、０
０
０

円
　
申
し
込
み
＝
７
月
３
日
c

ま
で
に
メ
ン
バ
ー
表
と
参
加
料

を
添
え
て
市
民
体
育
館
へ
　
抽

選
会
＝
７
月
10
日
c
午
後
６
時

30
分
か
ら
市
民
体
育
館
会
議
室

で
　
会
場
＝
北
・
大
島
・
関
原

・
宮
内
中
学
校
（
天
候
に
よ
り

会
場
が
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
）

●
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
教
室

期
日
＝
11
月
ま
で
の
土
・
日
・

祝
日
（
雨
天
中
止
）

時
間
＝

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
３
時

コ
ー
ス
＝
１
日
体
験
コ
ー
ス
…

期
日�

時
間�

会
　
　
場�

6/30�
g

7/7�
g

14�
g

21�
g

28�
g

10：30�
 ～12：00

13：30�
 ～15：00

10：30�
〜�
12：00
�

青
少
年�

文
化
セ
ン
タ
ー�

悠
久
山
プ
ー
ル�

く
ら
し�

６
歳
未
満
の
子
ど
も
を
自
動

車
に
乗
せ
る
場
合
、
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
の
着
用
が
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
が
不
要
に
な
っ
た
人
と
必
要

な
人
の
た
め
に
「
再
利
用
品
展

示
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
、
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
再
利
用
を
進

め
て
い
ま
す
。
価
格
は
、
提
供

者
が
示
す
希
望
価
格
を
も
と
に

交
渉
で
決
ま
り
ま
す
。

不
要
に
な
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
ぜ

ひ
、
提
供
し
て
く
だ
さ
い
。

持
参
場
所
＝
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
再
利
用
展
示
コ
ー
ナ
ー
（
学

校
町
３
の
11
の
19
放
置
自
転
車

保
管
庫
内
）

開
設
時
間
＝
午

前
９
時
〜
午
後
４
時
（
毎
週
水

曜
日
・
祝
日
は
休
み
）

問
い

合
わ
せ
＝
児
童
福
祉
課
1
39
・

２
２
１
９

募
集
区
画
数
＝
15
区
画
（
４
㎡

３
区
画
、
６
㎡
12
区
画
）

募

集
要
件
＝
次
の
す
べ
て
の
要
件

に
該
当
す
る
人
を
優
先
し
ま
す

¡
長
岡
市
に
住
所
が
あ
る
™
埋

葬
し
て
い
な
い
焼
骨
を
持
っ
て

い
る
（
他
に
墓
地
を
持
っ
て
い

な
い
）
£
使
用
許
可
後
一
年
以

内
に
墓
碑
を
建
立
で
き
る
　
永

代
使
用
料
＝
４
㎡
…
１
２
５
、０

０
０
円
、
６
㎡
…
１
８
７
、０
０

０
円
　
管
理
手
数
料
＝
４
㎡
…

年
１
、２
０
０
円
、
６
㎡
…
年
１
、

８
０
０
円
　
受
付
期
間
＝
６
月

18
日
b
〜
22
日
f

受
付
場
所

＝
市
民
課
13
番
窓
口
（
応
募
多

数
の
場
合
抽
選
）

問
い
合
わ

せ
＝
市
民
課
1
39
・
２
２
１
５

使
わ
な
く
な
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
あ
り
ま
せ
ん
か

長
岡
市
墓
園
（
鉢
伏
町
）
使
用
者
を
募
集
し
ま
す

▲昨年8月からアメリカに留
学中の高橋友美さん（左）。
友人の誕生パーティーで

▲展示コーナー位置図

▲新聞紙は２つ折に
して出して下さい

長
岡
駅�

東口�

ホテル�
ニュー�
オータニ�
長岡�

バス�
ターミ�
ナル�

福島江�
J
A
J
A
中
越
会
館

中
越
会
館�

勤労�
青少年ホーム�
けさじろ荘�

長岡DNビル�

展示コーナー�

J
A
中
越
会
館�

阪之上小学校�

長倉町�
至
栖
吉
町�

中央図書館�
市民体育館�

福
島
江�

長岡市墓園�

文�長
岡
駅�

s
長
岡
市
墓
園
位
置
図

と
う
ろ
う
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

料
発
表
な
ど
（
資
料
の
あ
る
人
は
10

部
用
意
）

□問
五
十
嵐
淳
至
さ
ん
1
・

FAX
63
・
４
２
６
６

■
だ
れ
で
も
参
加
で
き
る

点
字
通
信
講
座

点
字
を
全
く
知
ら
な
い
人
を
対
象

に
、
点
字
を
マ
ス
タ
ー
す
る
と
こ
ろ

ま
で
指
導
し
ま
す
。

期
間
＝
７
月
20
日
-
か
ら
１
年
間

受
講
料
＝
１
２
、８
０
０
円
　
□申
７
月

15
日
a
ま
で
に
〒
１
８
０
―

０
０
１

４
東
京
都
港
区
芝
４
の
７
の
６
尾
家

ビ
ル
１
階
市
川
点
字
図
書
館
通
信
部

1
・
FAX
０
３
・
５
４
３
９
・
６
７
７
２

へ■
能
力
開
発
セ
ミ
ナ
ー
受
講
生
募
集

在
職
者
が
対
象
で
す
。

コ
ー
ス
の
例
＝
①
６
月
…
基
礎
か
ら

始
め
る
機
械
製
図
２
ほ
か
②
７
月
…

マ
イ
ク
ロ
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
制
御
の
基

礎
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
Ｈ
Ｔ
Ｍ
Ｌ

編
ほ
か
　
定
員
＝
各
コ
ー
ス
10
人

受
講
料
＝
４
、０
０
０
円
〜
７
、０
０
０

円
　
□申
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
新
潟
開

発
援
助
課
（
住
吉
３
）
1
37
・
０
４
５

０■
長
岡
保
健
所
総
合
相
談
（
無
料
）

1
３４
・
４
１
４
９
（
専
用
）

健
康
、
食
事
、
病
気
、
赤
ち
ゃ
ん
、

お
母
さ
ん
の
健
康
に
関
す
る
こ
と
、

介
護
の
仕
方
な
ど
の
相
談
に
専
門
家

が
答
え
ま
す
。
来
所
、
電
話
で
ど
う

ぞ
（
来
所
の
場
合
要
予
約
）。

受
付
時
間
＝
月
〜
金
曜
日
（
休
日
除

く
）
午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後

１
時
〜
５
時

○
エ
イ
ズ
の
相
談
1
36
・
８
１
２
０

受
付
時
間
＝
月
〜
金
曜
日
（
休
日
除

く
）
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

検
査
日
時
＝
毎
週
木
曜
日
午
後
１
時

30
分
〜
３
時
（
要
予
約
）

●
国
民
年
金
の
種
別
が
変
わ
っ

た
と
き
は
届
出
が
必
要
で
す

国
民
年
金
は
、
20
歳
以
上
60

歳
未
満
の
す
べ
て
の
人
が
加
入

す
る
義
務
が
あ
り
、
次
の
３
種

類
に
分
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

○

第
一
号
被
保
険
者

自
営
業
者
、
自
由
業
者
、
学

生
等

○

第
二
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
や
共
済
組
合
に
加

入
し
て
い
る
人

○

第
三
号
被
保
険
者

第
二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ

れ
て
い
る
配
偶
者

就
職
・
退
職
・
結
婚
な
ど
に

よ
り
種
別
が
変
わ
っ
た
場
合
は
、

国
民
年
金
の
種
別
変
更
の
届
出

が
必
要
で
す
。
届
出
を
し
な
い

と
将
来
も
ら
う
年
金
が
減
額
さ

れ
た
り
、
受
給
権
を
失
っ
た
り

す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
市
民
課
1
39
・

２
２
５
０

●
中
心
市
街
地
へ
の
空
き
店
舗

活
用
事
業
者
募
集

中
心
市
街
地
の
空
き
店
舗
へ

の
魅
力
あ
る
新
規
事
業
者
の
参

入
を
促
進
す
る
た
め
、
空
き
舗

活
用
事
業
者
に
対
し
て
賃
借
料

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

補
助
対
象
事
業
＝
¡
指
定
区
域

に
あ
る
空
き
店
舗
を
活
用
す
る

小
売
業
、
一
般
飲
食
店
ま
た
は

サ
ー
ビ
ス
業
に
属
す
る
事
業
で

商
店
街
区
の
に
ぎ
わ
い
づ
く
り

に
適
し
た
も
の
™
空
き
店
舗
の

利
用
に
あ
っ
て
は
、
１
階
に
お

い
て
事
業
を
行
う
も
の
　
対
象

経
費
・
補
助
率
等
＝
空
き
店
舗

の
賃
借
料
の
二
分
の
一
以
内
で

月
額
10
万
円
限
度
（
最
長
12
カ

月
間
）

募
集
期
間
＝
６
月
１

日
f
〜
30
日
g

申
し
込
み
＝

■
Ａ
Ｆ
Ｓ
留
学
生
と
一
緒
に

長
岡
ま
つ
り
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

県
内
に
留
学
中
の
世
界
各
国
の
高

校
生
を
受
け
入
れ
て
く
れ
る
家
庭
を

募
集
し
ま
す
。

期
間
＝
８
月
１
日
d
〜
４
日
g

□申

７
月
７
日
g
ま
で
に
Ａ
Ｆ
Ｓ
日
本
協

会
長
岡
支
部
・
須
藤
さ
ん
1
・
FAX
35
・

４
２
２
２
へ

■
ム
ー
ミ
ン
お
し
ゃ
べ
り
会

い
つ
で
も
気
軽
に
親
子
で
遊
べ
る

子
育
て
の
広
場
と
し
て
、
無
料
で
開

放
し
て
い
ま
す
。

日
時
＝
毎
週
火
曜
日
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
　
会
場
＝
な
が
お
か
生
協
診

療
所
２
階
会
議
室
（
前
田
１
）

□問

ム
ー
ミ
ン
く
ら
ぶ
・
石
橋
さ
ん
1
38
・

０
８
１
３

■
司
法
書
士
と
社
会
福
祉
士
に
よ
る

シ
ル
バ
ー
１
１
０
番
（
無
料
）

1
３２
・
９
３
５
５
（
当
日
の
み
）

秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

日
時
＝
６
月
24
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
４
時
（
面
談
に
よ
る
相
談
は
、
予

約
制
、
会
場
は
ア
ト
リ
ウ
ム
長
岡
１

階
オ
リ
オ
ン
）

□問
リ
ー
ガ
ル
サ
ポ

ー
ト
に
い
が
た
1
０
２
５
・
２
２
８
・

１
７
２
７

■
お
年
寄
り
よ
ろ
ず
相
談
（
無
料
）

1
０
２
５
・
２
８
５
・
４
１
６
５

相
談
時
間
＝
毎
週
月
〜
金
曜
日
の
午

前
９
時
〜
午
後
５
時
（
土
・
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
は
除
く
）

■
長
岡
た
の
し
い
授
業
サ
ー
ク
ル

日
時
＝
６
月
23
日
g
午
後
６
時
〜
８

時
　
会
場
＝
サ
ン
ラ
イ
フ
長
岡
　
参

加
料
＝
１
、０
０
０
円
　
内
容
＝
た
の

し
い
授
業
に
関
す
る
情
報
交
換
、
資

法
」
を
マ
ス
タ
ー
し
て
く
だ
さ

い
。講

習
を
修
了
し
た
人
に
は
、

「
普
通
救
命
講
習
修
了
証
」
を

交
付
し
ま
す
。

時
間
＝
午
前
９
時
〜
正
午
　
申

し
込
み
＝
講
習
日
の
前
日
ま
で

に
消
防
署
救
急
係
1
35
・
２
１

９
３
へ

見
直
し
て
み
よ
う
！
お
医
者
さ
ん
の
か
か
り
方

11
年
度
の
国
保
の
１
人
当
た
り
の
医
療
費
は
約
40
万
円

生
き
生
き
と
楽
し
く
学
び
ま
し
ょ
う

第
二
次
長
岡
市
生
涯
学
習
推
進
計
画
が
で
き
ま
し
た

分
譲
場
所

長
岡
市
新
陽
１
・

２
丁
目
（
長
岡
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
、

国
営
越
後
丘
陵
公
園
近
く
）

分
譲
区
画
　
21
区
画
（
区
画
No.

７
〜
24
、
区
画
図
参
照
）

分
譲
面
積

１
、０
１
１
・
１
３

㎡
〜
７
、１
７
８
・
７
４
㎡
　
分

譲
価
格
　
２
８
、１
０
０
円
／
㎡

〜
３
２
、１
０
０
円
／
㎡
（
予
定
）

対
象
業
種
・
施
設

研
究
開
発

型
企
業
、
バ
イ
オ
関
連
企
業
、

医
薬
・
医
療
機
器
関
連
企
業
、

設
計
お
よ
び
企
画
デ
ザ
イ
ン
関

連
企
業
、
情
報
通
信
・
情
報
処

理
関
連
企
業
等
の
本
社
、
支
社
、

研
究
所
、
人
材
・
研
修
施
設
、

事
務
所
、
営
業
所
等

優
遇
措
置

「
長
岡
市
工
業
等

立
地
促
進
資
金
」
の
融
資
を
受

け
ら
れ
る
ほ
か
、
税
制
特
典
お

よ
び
国
、
県
の
各
種
優
遇
制
度

が
利
用
で
き
ま
す

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

19 18

商
業
振
興
課
1
39
・
２
２
２
８
、

FAX
39
・
３
２
３
４

●
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る

み
な
さ
ん
へ

●

現
況
届
を
出
し
ま
し
ょ
う

６
月
以
降
の
児
童
手
当
を
引

き
続
き
受
け
る
た
め
に
は
、
現

況
届
の
提
出
が
必
要
で
す
。
５

月
下
旬
に
送
付
済
の
用
紙
に
記

入
し
、
お
忘
れ
な
く
手
続
き
し

て
く
だ
さ
い
。

届
出
期
間
＝
６
月
１
日
f
〜
15

日
f

用
意
す
る
も
の
＝
児
童

手
当
現
況
届
、
印
鑑
等

●

所
得
制
限
が
あ
り
ま
す

６
月
以
降
の
児
童
手
当
の
支

給
は
、
平
成
12
年
中
の
所
得
に

こ
の
計
画
は
平
成
４
年
３
月

に
策
定
し
た
「
長
岡
市
生
涯
学

習
推
進
計
画
」
の
終
了
に
伴
い
、

社
会
環
境
や
市
民
ニ
ー
ズ
の
変

化
に
対
応
し
、
改
訂
し
た
も
の

で
す
。

「
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、

だ
れ
で
も
学
べ
る
生
涯
学
習
社

会
」
の
実
現
を
め
ざ
し
、
次
の

３
つ
の
柱
で
構
成
し
て
い
ま
す
。

生
涯
各
期
の
学
習
の
充
実

市
民
が
生
涯
に
わ
た
り
学
び

続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

学
習
機
会
の
充
実
に
努
め
ま
す
。

よ
っ
て
判
定
さ
れ
ま
す
。
ま
た
、

新
た
に
支
給
対
象
に
な
る
場
合
、

支
給
を
受
け
る
た
め
の
手
続
き

が
必
要
で
す
。
詳
し
く
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
＝
児
童
福
祉
課
1

39
・
２
２
１
９

●
救
急
講
習
会
（
無
料
）

あ
な
た
の
大
切
な
人
の
た
め

に
、
心
肺
そ
生
法
を
覚
え
ま
せ

ん
か
。

心
肺
そ
生
法
を
中
心
と
し
た

３
時
間
の
普
通
救
命
講
習
会
の

参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

Ｐ
Ｔ
Ａ
、
地
域
の
人
た
ち
と

お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
最
も

大
切
な
応
急
手
当
「
心
肺
そ
生

【
増
え
続
け
る
医
療
費
】

長
岡
市
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
の
平
成
11
年
度
総
医
療
費

は
、
約
２
０
４
億
９
千
万
円
。

１
人
当
た
り
で
は
、
約
39
万
５

千
円
の
医
療
費
を
支
払
っ
て
い

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

新
潟
県
の
平
均
を
２
万
円
も
上

回
る
金
額
で
す
。

特
に
増
加
し
て
い
る
の
は
、

お
年
寄
り
の
医
療
費
で
、
平
成

11
年
度
で
は
、
１
人
当
た
り
約

77
万
３
千
円
に
も
の
ぼ
っ
て
い

ま
す
。

医
療
費
が
増
加
し
て
い
る
背

景
に
は
加
入
者
の
増
加
の
ほ
か
、

次
の
よ
う
な
こ
と
が
考
え
ら
れ

ま
す
。

①
生
活
習
慣
病
な
ど
の
慢
性
の

病
気
の
増
加

糖
尿
病
、
心
臓
病
な
ど
治
療

に
長
い
時
間
の
か
か
る
慢
性
の

病
気
が
増
え
て
い
ま
す
。

②
医
療
技
術
の
進
歩
や
薬
剤
の

開
発

新
し
い
機
器
や
高
度
な
新
薬

の
開
発
・
普
及
に
よ
り
、
１
件

当
た
り
の
医
療
費
が
高
く
な
っ

て
い
ま
す
。

【
こ
ん
な
こ
と
も
医
療
費
の
増

加
に
つ
な
が
り
ま
す
】

・
病
気
に
な
っ
て
も
、
重
く
な

る
ま
で
放
っ
て
お
く
。

・
必
要
以
上
に
薬
を
欲
し
が
る
。

・
１
つ
の
病
気
で
、
お
医
者
さ

ん
を
転
々
と
変
え
る
（
そ
の

た
び
に
検
査
や
治
療
が
や
り

直
し
に
な
り
ま
す
）。

・
急
病
で
な
い
の
に
、
診
療
時

間
外
や
夜
間
に
受
診
す
る
。

【
こ
ん
な
こ
と
を

心
が
け
ま
し
ょ
う
】

○

信
頼
し
て
相
談
で
き
る
家
庭

医
を
も
ち
、
指
導
を
受
け
ま

し
ょ
う
。

○

適
度
な
運
動
や
十
分
な
睡
眠
、

バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
な

ど
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

○

趣
味
の
サ
ー
ク
ル
、
生
涯
学

習
、
老
人
会
活
動
な
ど
、
心

か
ら
楽
し
め
る
も
の
を
も
ち
、

心
身
を
活
発
に
し
、
病
気
に

対
す
る
抵
抗
力
を
つ
け
ま
し

ょ
う
。

学
習
活
動
の
活
性
化

市
民
が
自
主
的
に
学
習
活
動

を
進
め
、
そ
の
成
果
を
発
表
し

た
り
、
生
か
し
た
り
す
る
機
会

を
充
実
さ
せ
ま
す
。

学
習
支
援
体
制
の
整
備

生
涯
学
習
を
推
進
す
る
組
織

の
活
性
化
と
市
民
の
学
習
活
動

に
対
す
る
支
援
体
制
を
確
立
し

ま
す
。

計
画
を
ご
覧
に
な
り
た
い
人

は
、
市
役
所
１
階
市
民
情
報
ラ

ウ
ン
ジ
、
市
役
所
２
階
情
報
公

開
コ
ー
ナ
ー
、
各
図
書
館
で
ど

う
ぞ
。

後
ほ
ど
概
要
版
を
作
成
し
、

全
世
帯
に
配
布
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
＝
生
涯
学
習
・
体

育
課
1
32
・
５
１
１
０

▲第二次長岡市
生涯学習推進
計画

期
日�

定
員�

会
　
　
場�

8�
a

100人� 50人�

15�
a

20�
-

22�
a

21�
g

24�
a
6/107/1
aa
山

本

公

民

館

�

（
浦
瀬
町
１
０
７
２
番
地
）�

南

部

体

育

館

�

南

部

体

育

館

�

勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー�

高
齢
者
セ
ン
タ
ー
ま
き
や
ま�

市

民

体

育

館

�

北

部

体

育

館

�

北

部

体

育

館

�

長
岡
オ
フ
ィ
ス
・
ア
ル
カ
デ
ィ
ア

平
成
13
年
度
の
分
譲

問
い
合
わ
せ
＝
市
役
所
工
業
振
興
課
1
３９
・
２
２
２
２

地
域
振
興
整
備
公
団
長
岡
都
市
開
発
事
務
所

（
青
葉
台
１
）
1
４７
・
１
５
０
０

危険物安全週間
ガソリンや灯油などの危険物を取り扱う際はご注意を！
危険物安全週間が、６月３日aから９日gまで、全国一斉に

実施されます。ガソリンや灯油などの危険物は、ひとたび事故
が発生すると大きな災害となります。
一人ひとりが危険物の取り扱いに注意し、事故を起こさない
ようにしましょう。
担当＝消防本部予防課1３５・２１９０

7
4

5

6

1
3

8

9 10

1211

13
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20-1

20-2
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済�
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▲区画図
▲救急講習会（4月26日・厚生会館）
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

助
活
動
や
救
急
法
の
講
習
会
な
ど
、

赤
十
字
事
業
を
行
う
大
切
な
活
動
資

金
に
な
り
ま
す
。

□問
福
祉
総
務
課
内
日
赤
長
岡
市
地
区

事
務
局
1
39
・
２
２
１
７

■
野
田
俊
作
講
演
会
「
心
的
外
傷

（
ト
ラ
ウ
マ
）
か
ら
の
脱
却
」

ア
ド
ラ
ー
心
理
学
の
第
１
人
者
の

野
田
俊
作
さ
ん
が
ト
ラ
ウ
マ
に
光
を

当
て
、
問
題
の
核
心
に
迫
り
ま
す
。

日
時
＝
６
月
23
日
g
¡
講
演
…
午
後

２
時
〜
４
時
™
質
疑
応
答
…
４
時
20

分
〜
６
時
20
分
　
会
場
＝
高
齢
者
セ

ン
タ
ー
け
さ
じ
ろ
　
定
員
＝
１
０
０

人
　
参
加
料
＝
¡
™
各
２
、０
０
０
円

□申
武
村
さ
ん
1
・FAX
39
・
９
２
３
９
へ

●
市
政
モ
ニ
タ
ー
を

紹
介
し
ま
す

平
成
13
年
度
の
市
政
モ
ニ
タ

ー
が
決
ま
り
ま
し
た
。

市
政
モ
ニ
タ
ー
の
仕
事
は
、

市
長
と
直
接
語
る
市
政
モ
ニ
タ

ー
会
議
や
学
習
会
、
施
設
見
学

な
ど
に
参
加
す
る
こ
と
で
、
市

政
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て

も
ら
い
、
気
が
つ
い
た
こ
と
、

日
ご
ろ
か
ら
感
じ
て
い
る
こ
と

を
提
言
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

モ
ニ
タ
ー
の
み
な
さ
ん
の
活

動
は
市
政
だ
よ
り
な
ど
で
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

●
市
民
活
動
研
修
助
成
制
度
を
　

ご
利
用
く
だ
さ
い

対
象
と
な
る
市
民
活
動
＝
保
健

と
福
祉
、
社
会
教
育
、
ま
ち
づ

く
り
、
文
化
芸
術
、
環
境
保
全
、

災
害
救
援
、
人
権
擁
護
、
国
際

協
力
な
ど
　
対
象
と
な
る
研
修

＝
市
民
活
動
の
推
進
役
と
な
る

人
材
の
育
成
、
企
画
、
運
営
な

ど
に
関
す
る
内
容
で
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
も
の
¡
国
、

県
、
市
町
村
が
主
催
す
る
研
修

™
特
定
非
営
利
活
動
法
人
（
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
）
が
主
催
す
る
研
修

£
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
に
準
ず
る
市
民

活
動
団
体
で
市
長
が
適
当
と
認

め
る
も
の
が
主
催
す
る
研
修

対
象
＝
次
の
条
件
を
全
て
満
た

す
人
¡
市
民
活
動
を
行
っ
て
い

る
人
ま
た
は
関
心
の
あ
る
人
™

市
内
に
住
所
が
あ
る
人
ま
た
は

市
内
で
活
動
す
る
団
体
に
属
す

る
人
£
15
歳
以
上
の
人
（
中
学

生
を
除
く
）

助
成
額
＝
受
講

料
、
参
加
費
、
交
通
費
、
宿
泊

費
の
う
ち
自
己
負
担
分
の
３
分

の
２
の
額
。
た
だ
し
、
宿
泊
費

は
宿
泊
が
２
日
以
上
に
わ
た
る

研
修
に
参
加
す
る
場
合
の
み
１

泊
に
つ
き
、
６
、０
０
０
円
（
６
、

０
０
０
円
に
満
た
な
い
と
き
は

実
際
の
支
払
額
）。
助
成
額
の
上

限
は
３
０
、０
０
０
円（
１
人
１
年

度
１
回
）

申
し
込
み
＝
市
民

セ
ン
タ
ー
開
設
準
備
室
1
39
・

２
２
６
０

●
新
潟
県
身
体
障
害
者

第
６
地
区
体
育
大
会
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

用
具
の
運
搬
、
参
加
者
の
誘

導
・
確
認
な
ど
の
大
会
運
営
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
み
ま
せ

ん
か
（
昼
食
を
用
意
し
ま
す
。

日
本
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会

公
認
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
資
格

取
得
の
単
位
に
な
り
ま
す
）。

選
手
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

日
時
＝
６
月
24
日
a
午
前
8
時

30
分
〜
午
後
２
時
　
会
場
＝
市

民
体
育
館
　
持
ち
物
＝
動
き
や

す
い
服
装
、
内
履
き
　
申
し
込

み
＝
６
月
18
日
b
ま
で
に
福
祉

相
談
課
1
39
・
２
２
１
８
、
FAX

32
・
０
１
６
０
へ

●
6
月
は

土
砂
災
害
防
止
月
間
で
す

が
け
崩
れ
や
地
す
べ
り
な
ど

の
土
砂
災
害
は
、
一
瞬
の
う
ち

に
尊
い
命
や
貴
重
な
財
産
を
奪

っ
て
し
ま
い
ま
す
。

¡
雨
が
長
く
降
り
続
く
時
や

大
雨
の
時
™
川
の
水
、
井
戸
水
、

■
税
理
士
の
無
料
税
務
相
談

税
理
士
が
直
接
面
談
し
て
税
金
に

関
す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。
秘
密
は

固
く
守
ら
れ
ま
す
（
電
話
予
約
要
）。

日
時
＝
毎
月
第
１
、
第
３
水
曜
日
午

前
９
時
30
分
〜
正
午
　
会
場
・
問
い

合
わ
せ
＝
関
東
信
越
税
理
士
会
長
岡

支
部
税
理
士
会
館
（
三
和
３
）1
33
・

８
０
８
０

■
街
頭
労
働
相
談
会

相
談
は
無
料
。
秘
密
厳
守
。

日
時
＝
６
月
15
日
f
午
前
11
時
〜
午

後
６
時
30
分
　
会
場
＝
厚
生
会
館
前

□問
長
岡
労
政
事
務
所
1
37
・
６
１
１
０

■
小
児
ぜ
ん
そ
く
教
室
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
12
日
e
午
前
10
時
〜

正
午
　
会
場
＝
長
岡
中
央
綜
合
病
院

健
診
セ
ン
タ
ー
４
階
講
堂
（
保
育
ル

ー
ム
あ
り
）

講
師
＝
小
児
科
部
長

・
郡
司
哲
己
さ
ん
　
□問
長
岡
中
央
綜

合
病
院
新
３
病
棟
（
小
児
科
外
来
）

1
35
・
３
７
０
０

■
安
心
介
護
講
座
（
無
料
）

寝
た
き
り
予
防
体
操
と
腰
痛
予
防

体
操
を
学
び
ま
せ
ん
か
。

日
時
＝
６
月
23
日
g
午
前
10
時
か
ら

会
場
・
問
い
合
わ
せ
＝
リ
ハ
ビ
リ
セ

ン
タ
ー
王
見
台
1
28
・
８
８
０
０

■
あ
な
た
も
赤
十
字
社
員
に

日
本
赤
十
字
社
で
は
十
三
年
度
の

社
員（
社
費
）を
募
集
し
て
い
ま
す
。

地
元
町
内
の
協
賛
委
員
や
町
内
会

役
員
を
通
じ
て
お
願
い
に
あ
が
り
ま

す
。
社
費（
年
額
）５
０
０
円
以
上
の

納
入
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
社
費
は
、
災
害
救

わ
き
水
の
量
が
変
化
し
た
り
濁

り
だ
し
た
時
£
土
地
に
亀
裂
が

生
じ
た
時
な
ど
は
非
常
に
危
険

で
す
。「
危
な
い
な
」
と
思
っ
た

ら
、
ま
ず
非
難
し
ま
し
ょ
う
。

日
ご
ろ
か
ら
家
の
近
く
の
山
、

が
け
、
川
な
ど
を
よ
く
点
検
し
、

い
つ
も
と
違
う
点
、
お
か
し
な

点
を
見
つ
け
た
ら
、
す
ぐ
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

連
絡
先
＝
河
川
課
1
39
・
２
２

３
３
、
長
岡
土
木
事
務
所
1
38

・
２
６
２
９

●
園
芸
相
談
…
…
毎
週
木
曜
日
午
前
９
時
〜
午
後
４
時
、
厚
生
会
館
わ
き
市
民
サ
ー
ビ
ス
コ
ー
ナ
ー
に
て

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

21 20

く�ら�し�の�情�報�く�ら�し�の�情�報�№37

問い合わせは消費生活センター1３２・００２２へ
（相談時間は午前9時30分～午後4時）

し
て
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
の
が
、
こ
の
植
物
名
の
主
な

由
来
で
す
。

「
花
月
」
の
名
で
育
て
ら
れ

て
き
た
大
株
の
鉢
植
え
に
は
風

格
が
あ
り
、
特
徴
的
な
樹
形
は

見
事
な
も
の
で
す
。

ま
た
、
近
年
「
金
の
成
る
木
」

と
し
て
小
鉢
で
販
売
さ
れ
て
い

る
も
の
は
、
枝
先
に
ピ
ン
ク
の

可
憐
な
花
を
つ
け
る
姿
が
美
し

く
、
人
気
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

育
て
方
の
ポ
イ
ン
ト

（
品
種
）
葉
が
薄
緑
色
の
「
花

月
」
や
葉
に
斑
が
入
っ
た
「
花

月
錦
」
は
、
め
っ
た
に
花
が
咲

か
な
い
種
類
で
す
。

比
較
的
、
花
が
咲
き
に
く
い

も
の
に
は
、
小
ぶ
り
で
葉
が
丸

く
、
紅
葉
す
る
「
紅
花
月
」
や

黄
色
の
斑
が
入
っ
た
「
落
日
の

雁
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

一
方
、
花
が
咲
き
や
す
い
も

の
に
は
、「
紅
花
月
」
よ
り
葉
が

細
長
く
、
紅
葉
す
る
「
華
花
月
」

な
ど
が
あ
り
ま
す
。

（
鉢
と
用
土
）
鉢
は
樹
形
よ
り

小
さ
い
も
の
を
使
い
ま
す
。
樹

形
よ
り
大
き
い
鉢
を
使
う
と
根

腐
れ
の
原
因
に
な
り
ま
す
。

植
え
替
え
は
、
大
鉢
の
場
合

は
２
、
３
年
に
１
回
、
小
鉢
の

場
合
は
毎
年
、
八
重
桜
が
散
っ

た
こ
ろ
に
し
ま
す
。
用
土
は
排

水
性
の
よ
い
土
な
ら
何
で
も
よ

い
で
し
ょ
う
。

（
肥
料
）
肥
料
は
多
く
必
要
と

し
ま
せ
ん
。
植
え
替
え
の
こ
ろ

に
、
チ
ッ
素
、
リ
ン
酸
、
カ
リ

の
成
分
比
率
が
同
じ
肥
料
を
１

回
と
、
秋
に
チ
ッ
素
分
の
少
な

い
肥
料
を
１
回
与
え
ま
し
ょ
う
。

（
置
き
場
所
）
自
生
地
は
、
日

光
が
十
分
当
た
り
乾
燥
気
味
の

と
こ
ろ
で
す
。
で
す
か
ら
、
鉢

植
え
も
八
重
桜
が
散
っ
て
か
ら
、

戸
外
の
日
当
た
り
の
よ
い
場
所

で
育
て
ま
す
。

多
肉
植
物
で
乾
燥
に
は
大
変

強
く
、
高
温
多
湿
を
嫌
い
ま
す
。

水
の
や
り
す
ぎ
で
根
腐
れ
し
て
、

枯
れ
る
原
因
に
な
る
こ
と
が
多

い
た
め
、
梅
雨
期
は
雨
の
当
た

ら
な
い
所
に
置
き
ま
し
ょ
う
。

真
夏
は
日
光
が
強
い
の
で
、

半
日
陰
の
場
所
に
移
動
し
ま
す
。

日
光
が
十
分
に
当
た
ら
な
い
所

に
置
く
と
、
モ
ヤ
シ
の
よ
う
に

な
り
、
葉
と
葉
の
間
が
伸
び
て

し
ま
い
ま
す
。

秋
は
降
霜
前
に
室
内
の
日
光

の
差
し
込
む
、
明
る
い
場
所
に

移
し
ま
す
。
冬
で
も
温
度
は
、

０
℃
以
上
を
保
つ
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

（
水
や
り
）
花
を
咲
か
せ
る
た

め
に
は
、
水
や
り
は
控
え
め
に

し
ま
す
。
８
月
中
旬
ま
で
は
週

に
１
回
、
そ
れ
以
後
、
花
芽
が

確
認
さ
れ
る
ま
で
は
月
に
１
回
、

花
芽
が
確
認
さ
れ
た
ら
月
に
２

回
を
目
安
に
た
っ
ぷ
り
与
え
ま

す
。冬

季
は
室
内
の
暖
房
し
て
い

な
い
所
で
あ
れ
ば
、
水
や
り
は

必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

「
金
の
成
る
木
」
は
ベ
ン
ケ

イ
ソ
ウ
科
ク
ラ
ッ
ス
ラ
属
の
多

肉
植
物
で
、
原
産
地
は
南
ア
フ

リ
カ
の
南
西
部
で
す
。
以
前
は

和
名
の
「
花
月
」
の
名
で
知
ら

れ
て
い
ま
し
た
が
、
今
で
は
「
金

の
成
る
木
」
と
い
う
呼
び
名
の

方
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
よ
う

で
す
。

い
つ
だ
れ
が
思
い
つ
い
た
の

か
、
５
円
玉
の
穴
を
枝
先
の
新

芽
に
通
し
、「
金
の
成
る
木
」
と

あ
る
と
う
れ
し
い
金
の
成
る
木

園
芸
店
に
行
く
と
、「
幸
福
の
木
」
や
「
青
年
の
樹
」、
「
金

の
成
る
木
」
と
い
っ
た
、
名
前
を
聞
い
た
だ
け
で
育
て
て
み
た

く
な
る
よ
う
な
植
物
が
目
を
引
き
ま
す
。

今
月
は
、
こ
の
中
で
も
案
外
、
育
て
方
が
難
し
い
「
金
の
成

る
木
」
を
ご
紹
介
し
ま
す
。
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▲金の成る木

か

げ
つ

か

れ
ん

ふ

藤
沢
　
　
宏�

星
　
　
栄
一�

反
町
久
美
与�

星
野
誠
一
郎�

鈴
木
　
　
弘�

茂
岱
　
和
子�

吉
野
　
三
夫�

荒
井
　
美
和�

 

氏
　
名  

石
丸
慎
一
郎�

香
月
菜
穂
子�

金
子
　
桂
子�

内
山
　
優
実�

岡
村
　
徳
司�

前
田
２�

殿
町
２�

中
島
４�

花
園
東
１�

東
神
田
１�

希
望
が
丘
１�

住
　
所�

台
町
１�

蓮
潟
２�

青
葉
台
４�

滝
谷
町�

片
田
町�

中
沢
４�

天
神
町�

（
50
音
順
・
敬
称
略
）

平
成
13
年
度
市
政
モ
ニ
タ
ー�

市議会を傍聴しませんか

市議会の本会議や委員会は公開されており、
だれでもそのようすを見たり聴いたりすること
ができます。みなさん、気軽においでください。
市議会６月定例会の日程は次のとおりです。

時　間 本会議…午後１時から
常任委員会…午前10時から
議会運営委員会…午前11時30分から

定　員 本会議65人（車いす２人含む）
委員会７人

問い合わせ＝議会事務局139・2244

会　　場�

20日d

会　議　名�期　日�

19日c

産業環境委員会�

議会運営委員会�

本会議（招集日）�

文教社会委員会�

本会議（予備日）�

総務委員会�

�

第一委員会室�

21日e

第二委員会室�

議　場�

第二委員会室�

25日b

26日c

22日f

議　場�
28日e

建設委員会�

議会運営委員会�

本会議（最終日）�

市議会6月定例会の日程�

土
木
部
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
で
き

ま
し
た
。
長
岡
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
市
の
し
く
み
」
か
ら
ど
う
ぞ
。

サラ金に借金の申し込みをしたつもりが
買取屋にだまされて…

Q：　チラシに「保証人不要、
100万円まで振り込み」と
あったので電話したら、「あ
なたはブラックリストにの
っているので融資できない
が、クレジットカードを持
って来店すればよい」と言
われ出向いた。
すると、お店でパソコンなどをカードで150万円

分買わされ、そのうちの60万円だけ現金でもらっ
たが商品は手元にない。だまされたようだが…。

A：　多重債務者にクレジットカードで家電製品等を
買わせて、これを定価の３～４割くらいで買い取
り、ディスカウントショップなどに横流しして利
益をあげるのが買取屋です。相談者は60万円もら
っても、カードで150万円の借金が残ってしまった
のです。
このほかに、自分のところでは融資をせず、ほ

かの業者を紹介して高額な紹介料を請求する「紹
介屋」、借金の整理をするといって高額な手数料
を取る「整理屋」にも注意してください。
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INFORMATION
特に記載のないものは、電話で申し込
んでください。先着順で受け付けます。�

＝
長
岡
中
央
綜
合
病
院
副
院
長
・
清

水
武
昭
さ
ん
　
□申
６
月
15
日
f
ま
で

に
長
岡
中
央
綜
合
病
院
内
あ
お
ば
の

会
事
務
局
1
35
・
７
２
６
４
へ

■
訪
問
介
護
員
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
）

２
級
課
程
養
成
研
修

全
課
程
出
席
可
能
で
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
３
級
取
得
の
人
が
対
象
で
す
。

期
日
＝
¡
講
義
（
９
日
間
）
…
７
月

３
日
・
５
日
・
６
日
・
９
日
・
11
日

・
13
日
・
16
日
・
17
日
・
19
日
™
実

技
（
５
日
間
）
…
７
月
23
日
〜
27
日

£
実
習
…
９
月
〜
10
月
中
の
３
日
間

会
場
＝
パ
ス
ト
ラ
ル
長
岡
ほ
か
　
定

員
＝
20
人
（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

抽
選
）

受
講
料
＝
４
８
、０
０
０
円

□申
６
月
25
日
b
ま
で
に
往
復
は
が
き

の
往
信
の
裏
に
「
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー

２
級
課
程
養
成
研
修
希
望
」、

住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、

生
年
月
日
、

職
業
、
電
話
番
号
、
３
級
取
得
年
月

日
、
返
信
の
表
に
、
郵
便
番
号
、
住

所
、
氏
名
を
記
入
し
、
〒
９
４
０
―

８
５
５
０
今
朝
白
２
の
７
の
25
Ｊ
Ａ

越
後
な
が
お
か
福
祉
生
活
課
1
35
・

１
３
０
４
へ

■
子
ど
も
の
き
こ
え
や
こ
と
ば
の

悩
み
相
談
（
無
料
）

日
時
＝
７
月
21
日
g
午
前
９
時
〜
正

午
　
会
場
＝
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

対
象
＝
幼
児
〜
小
学
生
（
保
護
者
同

伴
で
）

□申
７
月
13
日
f
ま
で
に
は

が
き
に
、
子
ど
も
の
氏
名
・
年
齢
、

保
護
者
の
氏
名
、
在
籍
し
て
い
る
保

育
所
・
幼
稚
園
・
学
校
名
、
相
談
内

容
、
相
談
希
望
時
間
、
住
所
、
電
話

番
号
を
記
入
の
う
え
、
〒
９
４
０
―

０
０
８
７
千
手
２
の
８
の
１
千
手
小

学
校
「
こ
と
ば
と
き
こ
え
の
教
室
」

内
長
岡
市
言
語
親
の
会
事
務
局
1
34
・

６
８
４
１
へ

●
介
護
相
談
員
（
非
常
勤
嘱
託

員
）
を
募
集
し
ま
す

市
内
の
介
護
保
険
施
設
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
な
ど

を
訪
問
し
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
利

用
者
の
疑
問
や
不
満
な
ど
の
相

談
に
応
じ
る
業
務
を
行
い
ま
す
。

応
募
資
格
＝
市
内
在
住
の
自
動

車
運
転
免
許
（
普
通
）
有
資
格

者
で
、
①
福
祉
施
設
で
の
介
護

職
②
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
３
級
以

上
の
有
資
格
者
の
い
ず
れ
か
で
、

２
年
以
上
従
事
経
験
が
あ
る
人

募
集
人
数
＝
４
人
　
報
酬
＝
日

額
６
、０
０
０
円
　
勤
務
日
＝
月

２
日
程
度
　
選
考
＝
面
接
お
よ

び
適
性
検
査
　
申
し
込
み
＝
６

月
１
日
f
〜
25
日
b
に
市
販
の

履
歴
書
に
記
入
し
、
「
介
護
相

談
員
申
込
書
」
と
朱
書
き
し
た

封
筒
に
入
れ
、
〒
９
４
０
―

８

５
０
１
幸
町
２
の
１
の
１
市
役

所
介
護
保
険
課
へ
郵
送
ま
た
は

持
参
　
問
い
合
わ
せ
＝
介
護
保

険
課
1
39
・
２
２
４
５

介
護
保
険
課
1
39
・
2
2
4
5

●
足
腰
健
康
相
談
室

肩
や
ひ
ざ
、
腰
な
ど
の
痛
み

を
和
ら
げ
る
運
動
や
リ
ハ
ビ
リ

の
仕
方
、
中
・
高
年
の
心
身
の

悩
み
や
介
護
家
族
の
悩
み
な
ど

に
つ
い
て
個
別
に
相
談
に
応
じ

ま
す
。

時
間
＝
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分
　
会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ

ー
み
や
う
ち
　
申
し
込
み
＝
介

護
保
険
課
1
39
・
２
２
４
５

●
足
腰
お
達
者
ク
ラ
ブ

土
曜
日
の
時
間
を

拡
大
し
ま
し
た

体
力
の
低
下
が
気
に
な
る
人
、

脳
卒
中
後
遺
症
な
ど
で
自
主
的

に
訓
練
を
し
た
い
人
な
ど
に
機

能
訓
練
室
を
開
放
し
て
い
ま
す
。

■
老
年
問
題
セ
ミ
ナ
ー
２
０
０
１
　

〜
身
体
拘
束
ゼ
ロ
に
向
け
て
〜

日
時
＝
６
月
22
日
f
午
前
10
時
〜
午

後
５
時
　
会
場
＝
長
岡
グ
ラ
ン
ド
ホ

テ
ル
悠
久
の
間
　
参
加
料
＝
３
、０
０

０
円
　
内
容
＝
基
調
講
演
①
「
抑
制

禁
止
を
実
施
し
て
」
（
上
川
病
院
総

婦
長
・
田
中
と
も
江
さ
ん
）
②
「
身

体
拘
束
ゼ
ロ
作
戦
の
意
味
」
（
厚
生

労
働
省
老
健
局
計
画
課
長
・
山
崎
史

郎
さ
ん
）
、
徹
底
討
論
「
拘
束
禁
止

を
実
施
す
る
た
め
に
」

□問
長
岡
福

祉
協
会
内
医
療
と
福
祉
総
合
研
究
会

1
46
・
６
６
１
０
、
FAX
47
・
１
２
４
３

■
歯
科
健
診
と
相
談
（
無
料
）

日
時
＝
６
月
10
日
a
午
前
10
時
〜
午

後
３
時
　
会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

内
容
＝
健
診
・
相
談
コ
ー
ナ
ー
（
歯

科
医
師
が
相
談
に
答
え
ま
す
）、

展

示
コ
ー
ナ
ー
（
入
れ
歯
な
ど
の
製
作

過
程
の
展
示
）、
ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
コ

ー
ナ
ー
（
歯
科
衛
生
士
が
歯
み
が
き

指
導
）
ほ
か
　
□問
長
岡
歯
科
医
師
会

1
32
・
１
４
３
０

■
高
齢
者
福
祉
の
た
め
の
講
演
会

「
ワ
ッ
ハ
ッ
ハ
　
笑
い
の
効
用
」

日
時
＝
６
月
23
日
g
午
後
１
時
30
分

か
ら
　
会
場
＝
中
央
公
民
館
大
ホ
ー

ル
　
講
師
＝
日
本
笑
い
学
会
理
事
・

昇
幹
夫
さ
ん
　
参
加
料
＝
３
０
０
円

□問
長
岡
老
い
を
考
え
る
会
・
山
下
さ

ん
1
32
・
５
８
３
７

■
講
演
「
外
科
手
術
が
必
要
に
な
っ

た
と
き
…
―
こ
こ
ろ
の
準
備
、
身

体
の
準
備
―
」（
無
料
）

日
時
＝
６
月
18
日
b
午
後
３
時
〜
４

時
30
分
　
会
場
＝
長
岡
中
央
綜
合
病

院
健
診
セ
ン
タ
ー
４
階
講
堂
　
講
師

看
護
婦
に
よ
る
健
康
チ
ェ
ッ
ク

や
簡
単
な
体
操
の
紹
介
も
し
ま

す
。
直
接
会
場
へ
ど
う
ぞ
。

日
時
＝
毎
週
水
曜
日
午
後
１
時

〜
３
時
30
分
、
土
曜
日
午
前
10

時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
３
時

30
分
　
会
場
＝
高
齢
者
セ
ン
タ

ー
み
や
う
ち
（
曲
新
町
５
６
６

の
７
）

健
康
課
（
健
康
セ
ン
タ
ー
内
）

1
32
・
5
0
0
0

●
市
民
献
血
（
全
血
献
血
）

会
場
等
が
変
更
に
な
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。
事
前
に
健
康
課

に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

●
４
か
月
児
・
10
か
月
児

健
康
診
査
（
無
料
）

７
月
の
対
象
＝
４
か
月
児
…
平

成
13
年
３
月
生
ま
れ
、
10
か
月

児
…
平
成
12
年
９
月
生
ま
れ

日
時
＝
母
子
保
健
ガ
イ
ド
ブ
ッ

ク
を
参
照
し
て
市
内
の
小
児
科

医
・
病
院
で
受
け
て
く
だ
さ
い

持
ち
物
＝
受
診
票
（
母
子
保
健

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
つ
い
て
い
ま

す
）
、
母
子
健
康
手
帳
、
保
険

証
、
赤
ち
ゃ
ん
の
尿
（
10
か
月

児
の
み
）

●
麻
し
ん
（
は
し
か
）
の
予
防

接
種
は
お
済
み
で
す
か

全
国
的
に
麻
し
ん
が
流
行
し

て
い
ま
す
。
生
後
12
カ
月
以
上

７
歳
６
カ
月
未
満
で
、
麻
し
ん

の
予
防
接
種
を
ま
だ
受
け
て
い

な
い
お
子
さ
ん
は
、
早
め
に
接

種
を
受
け
ま
し
ょ
う
。

●
あ
な
た
の
健
康
相
談
室

か
ら
だ
や
心
の
心
配
ご
と
、

栄
養
や
健
康
に
関
す
る
こ
と
の

相
談
に
応
じ
ま
す
。
前
日
ま
で

に
電
話
予
約
の
う
え
、
お
気
軽

に
ど
う
ぞ
。

会
場
＝
健
康
セ
ン
タ
ー

時
間

＝
午
後
１
時
15
分
〜
３
時

□申
申
し
込
み

□問
問
い
合
わ
せ

ミ
ニ
ミ
ニ�

情
報
情
報�

健  

康�

健康は人生においてかけがえのない財産です。「自分の健康
は自分で守る」ために、一緒に考えてみませんか。
時間＝午後７時～９時　定員＝50人　会場＝健康センター　申
し込み＝健康課132・5000

市民健康大学（無料）

禁煙に挑戦してみませんか

タバコを止めると次のようなよいことがたくさんあります。
喫煙者のみなさん、禁煙に挑戦してみませんか。
・せきやたんがとまる　　　　　・食事がおいしくなる
・朝の目覚めがさわやかになる　・禁煙席に座れる
・肌のつやがよくなる　　　　　・家族の健康が守れる

期
日�

肩
や
膝
な
ど
の
痛
み�

を
和
ら
げ
る
運
動
や�

リ
ハ
ビ
リ
方
法
な
ど�

中
高
年
の
心
身
の
悩�

み
や
介
護
家
族
の
ス�

ト
レ
ス
な
ど�

�

理
学
療
法
士�

���

臨
床
心
理
士�

肩
や
膝
な
ど
の
痛
み�

を
和
ら
げ
る
運
動
や�

リ
ハ
ビ
リ
方
法
な
ど�

寝
た
き
り
や
痴
呆
予�

防
、健
康
管
理
な
ど�

理
学
療
法
士�

���

保
健
婦�

6/14�
e

28�
e

相
談
内
容�

担
　
当�

期　日� 内　　　　　　容� 講　　師�

6月21日e

28日e

7月 5 日e

12日e

19日e

26日e

健康は素敵なコミュニケーションから�

私の健やかプラン�
　～これからのあなたの健康づくりを考えよう！！�

あぶら（油脂）を減らして血液サラサラ�
　～おいしく賢く食べよう！！�

いまどきの子どもの健康�
　～学校の窓から�

暮らしの中に運動を取り入れよう！！�

心と体をリフレッシュ！！�
　～心を元気にする色彩講座�

ヘルスカウンセラー�
南雲　陽子さん�

色彩心理アドバイザー�
大田　朋子さん�

林　良江さん�
長岡市健康づくり指導者の会�

教育カウンセラー   �
井上　真紀子さん�
新潟県栄養士会副会長�
山田　チヨさん�

長岡保健所副参事・地域保健係長�
皆川　邦子さん�
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長
岡
東
西
道
路
は
、
要
町
〜

西
津
町
の
約
３
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

を
一
般
国
道
４
０
４
号
と
し
て

新
潟
県
が
整
備
を
進
め
て
い
ま

す
。昨

年
度
か
ら
川
西
地
区
の
用

地
取
得
が
始
ま
り
、
今
年
度
は
、

市
で
は
、
窓
口
業
務
に
対
す

る
市
民
の
み
な
さ
ん
の
声
を
聞

き
、
今
後
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
と
職
員
の
意
識
改
善
を
行

う
た
め
、
２
月
（
１
カ
月
間
）

に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
ま
し

た
。「

窓
口
は
す
ぐ
分
か
り
ま
し

た
か
？
」、「
職
員
の
対
応
は
ど

う
で
す
か
？
」
な
ど
６
項
目
を

５
段
階
評
価
で
答
え
て
も
ら
う

も
の
で
、
回
答
率
は
約
38
％
で

し
た
。
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
お

お
む
ね
窓
口
サ
ー
ビ
ス
に
対
し
、

高
い
評
価
を
得
ま
し
た
。

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
市
役

所
１
階
市
民
課
、
市
民
情
報
ラ

ウ
ン
ジ
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ア
ン
ケ
ー
ト
は
引
き

続
き
¡
交
付
窓
口
付
近
に
設
置

し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。
窓
口

を
ご
利
用
の
際
は
、
ぜ
ひ
、
み

な
さ
ん
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

担
当
＝
市
民
課
1
39
・
２
２
１

５一
部
住
宅
地
に
も
着
手
し
ま
す
。

現
在
、
宅
地
関
係
地
権
者
と

の
話
し
合
い
を
行
っ
て
お
り
、

い
よ
い
よ
長
岡
東
西
道
路
の
事

業
が
本
格
的
に
動
き
だ
し
ま
す
。

市
で
は
、
早
期
の
工
事
着
手

を
め
ざ
し
、
今
後
と
も
県
と
協

力
し
て
、
道
路
用
地
の
取
得
を

進
め
て
い
き
ま
す
。

担
当
＝
東
西
道
路
整
備
推
進
室

1
39
・
２
２
５
２

長
岡
東
西
道
路
の
用
地
買
収
が
始
ま
り
ま
す

市
民
課
窓
口
サ
ー
ビ
ス
ア
ン
ケ
ー
ト
が

ま
と
ま
り
ま
し
た

▲用地買収が始まる
下山１丁目の町並み

満足�
51.5%

やや満足�
19.4%

普通�
26.5%

やや不満�
1.3%

無回答�
0.5%

不満 0.8%

▲職員の対応はどうですか？
（アンケートから）
満足、やや満足が約70％という結

果でしたが、不満の理由として「混
んでいても受付に１人しかいない」
「相手の目を見て笑顔で話してほし
い」という厳しい意見もありました。

▲足腰お達者クラブで
（５月23日)

期
日�

ダ
イ
エ
ー�

長
岡
店�

わ
き
通
路�

午
前
10
時
〜
11
時
30
分
、�

午
後
0
時
30
分
〜
4
時�

北
長
岡�

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ�

セ
ン
タ
ー
パ
ル
ス�

午
前
10
時
〜
正
午
、�

午
後
1
時
〜
4
時�

午
前
10
時
〜
正
午
、�

午
後
1
時
〜
4
時�

J
R
長
岡
駅�

大
手
口�

7／7�
g

20�
-

29�
a

会
　
場�

時
　
　
間�

期
日�

栄
養
や
健
康
に�

関
す
る
こ
と�

栄
養
士�

保
健
婦�

保
健
婦�

精
神
保
健
福
祉
相
談
員�

心
の
健
康�

6／20�
d

歯
科
衛
生
士�

保
健
婦�

歯
の
相
談�

7／11�
d

内
　
容�

担
　
　
当�

6月の急患診療体制
診療時間外や休日に具合が悪くなったときにご

利用ください。
（1）休日急患診療所
（西千手２の５の１健康センター内）

産婦人科は在宅当番医制です。お問い合わせは
休日急患診療所へ。
（2）夜間等の当番病院
¡平日

™休日

午前 9 時～11時30分�
午後 1 時～ 5 時30分�
午前 9 時～11時30分�
午後 1 時～ 3 時30分�

診 療 科 目 � 受　付　時　間�
休日急患診療所�
1 3 5・8 2 5 5

内　科（小児科）�
外　科�

歯　科�休日急患歯科診療所�
1 3 3・9 6 4 4

長岡赤十字病院�
長岡中央綜合病院�
立 川 綜 合 病 院�

月曜日・木曜日�
火曜日・金曜日�
水曜日・土曜日�

（1 28・3600）�
（1 35・3700）�
（1 33・3111）�

立 川 綜 合 病 院�
長岡赤十字病院�
長岡中央綜合病院�

  3日a・24日a�
10日a
17日a

（1 33・3111）
（1 28・3600）
（1 35・3700）


